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(乙ゴこしこめ e･こ )

港北ニュータウンは槙浜市の中心部から約12kJn､東京都心から約25kmに位置し､豊かな

自然に恵まれた良好な住環境の形成をめざして昭和40年代前半以降事業が実施され､昭和

58年8月には集合住宅の第一次入居が行われ ｢まち｣としての熟成を図っていく時期とな

っている｡

この時期に当ニュータウンのめざすべき ∝まち》づくり目標として､単なるベッドタウ

ンとしての住宅都市ではなく､複合的な都市機能をもつ 《新たな都市づくり"のためデュ

ポンーリコー等の研究 ･研修施設等の誘致､さらに港北ニュータウンまつり等各種イベン

トによるソフトなまちづくり等各種の施策と一体となって都市基盤整備が実施されてきた

ところである｡

このような経緯のもとに港北ニュータウンが複合多機能都市を成熟させるためには､高

次な都市機能の導入を横極的にはかる一方､受け皿として新たな時代のニーズに対応する

多様なライフスタイルにもとづく豊かな住宅地形成が緊急の課題となっている｡

当港北ニュータウンにおいては昭和58年の初期入居以来､市営､公社､民間等の多種な

供給主休において供給対象の多様化､ライフケアマンション等新たなニーズへの対応､公

団グループ分譲等新たな供給方策の実施等､住宅購買需要の拡大につとめる一方､当ニュ

ータウンの居住者として今後予想される多様なライフスタイルに対応する方策の一部とし

て対処してきた｡

港北ニュータウンを都市として熟成させるためには､このように新たな時代の生活ニー

ズに対応する多様な住宅地を供給することがニュータウン全体の紫的ボトムアップをはか

ることになり､ひいては安定的な住宅購買者の確保につながることになるが､この時期に

21世紀のまちづくりをめざし価性ある住宅地を形成させるためには､先駆的､創造的な戦

略的なプロジェクトが求められる｡

特に昨今の急激な地価高騰による住宅購買層への本来的な住宅ニーズとは異なる外圧

による意識変化に必ずしもとらわれることなく､近未来的な社会変動と対応する多様な

ライフスタイルをもとに､当ニュータウンの豊かな住宅地へ成熟する視点が早急に求め

られている｡

以上のことから当企画は､

(イ)新たな時代のライフスタイルに対応した住宅地区のあり方と方向

(ロ)首都圏西部 一 特に横浜地域における住宅地形成と今後の方向

(ハ)(イ)､(ロ)の視点における住都公団の住宅地供給の方向

の3つの方向性をふまえて港北ニュータウンにおける今後の住宅地のあり方を検討し､

これをもとに当ニュータウンの集合住宅団地をケース･スタディとして､新しい住宅地

形成の方策を探り､その具体化を図ることを目的とする｡

これらの港北N,T.における具体のケース･スタディを通じて､広く横浜地域にお

ける公団事業地区の新たな時代に対応する住宅地形成の方向を多角的､複眼的にみると

同時に､モデル的住宅地形成の具現化により住都公団の新たな時代のトリガー的役割に

期待される｡

以上の調査研究を実施するにあたって､別載の委員会を設置して検討を行なった｡

本報告筈は､当委員会での検討をふまえて､とりまとめたものである｡各委員並びに

関連各位において多大の協力をしていただき深謝の意を表したい｡
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第 1章

新たな時代の居住ニーズと港北N.T.における展開

① 新たな時代の居住ニーズと住宅形成の方向

② 首都圏西部における住宅地需要傾向と住 ･都公
団の住宅地形成の方向

③ 居住二一ズの港北N.T.への展開方向

<参考>生活者の変化に対応した住宅地商品アイ
チ1jア開発



新 た な 時 代 の 居 住 - - 二六一と 住 宅 地 形 成 の 方 †句

新 た な 時 代 の 居 住 - - 二で と 住 宅 地 形 成 の 方 l句

<新しい豊かな住まい方意識の多様化の発芽>

.21世紀を展望する新たな社会像や生活像を背景に＼人々の価値観が多様化する中で､人

々の住まい方に関する要求 (ニーズ)も急速に多種多様化の傾向を示している｡

.これまでいわれてきているように､戦後の絶対的な墓不足の時代からスター トした住宅

政集は､近年になっていわゆる質的な欲求が高まり､まず居住スペースの広さの問題か

ら次第に生活様式 (ライフスタイル)に対応する居住形態への志向といった複層的な課

題への対応が求められてきている｡

･たとえば､このような近日的､国民的ニーズに対応すべき国土庁においては､広く国土

政熊上の視点より､ "r新しい豊かな住まい方｣実現への要求" -- (これを"乏±ヱ
ブランニーズ"と名づけている)を整理し､その対応の検討を行っている,

｢ライフプランニーズに対応した居住環境の総合的整備に関する調査｣

一 国土庁計画調整局 (昭和62年3月) 〟

･ここではこの "ライフプランニーズ"について ｢豪族 ･世帯の変化 ･変容｣ ｢価値観の

多様化 ･成熟化｣ ｢勤労者をとりまく変化｣ ｢地域間移動と大都市居住｣の4点を時代

背景として ｢新しい住まい方｣の類型とタイプ設定を行っている｡ (麦 1)

･これらのタイプについてデルファイ法による5段階評価を試みて､その政策的重要度の

判定を行っている｡政策的重要点の上位10位を示せば次の通りである｡
(1) ライフステージに合わせて住まいを変えて住む

(2) 2世帯が同棟内で住める集合住宅に住む
(3) 郊外地にある高島者住宅に住む

(4) 郊外地にあって都市的なサービス施設を組み込んだ住宅に住む

(5) 転職を前提に地方都市に移り住む

(5) 夫が転勤や長期出張により単身赴任専用住宅を利用する

(7) ビジネスバーク･リサーチパーク内に住む

(8) シルバー夫婦がリゾート地や地方都市 ･農村に移り住む

(9) 都市型高齢者向けホテルマンションに住む

Qo) 都市又は郊外の住居に住みセカンドハウスとしてリゾー ト地に別荘を持つ

｢ライフプランニーズに対応した居住環境の総合的整備に関する調査｣

一 国土庁計画調整局 (昭和62年3月)

真一-1 新しい住まい方の類型と40のタイプ

Al 型 住 ま_ い 方 の タ イ 1 lfi 力 LL JL ≠ dE ′t■1t
平均 召差 平均 tl 比牢 J)旺
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<新しい住まい方に対応する住宅地イメージの方向性>

.前記の "ライフプランニーズnにもとづく40の住まい方タイプを念頭において､ 埋 括''

を構成する (個人) (豪族) (社会)の3つの要素に対応する時代背景の変化と居住課

題､さらにそれに対応する住宅地イメージのあるひとつの考え方を示せば下表のように

とりまとめられる｡

I-2



住 宅 一着汚市 整 備 公 団 C･こ お らナ る 新 た な 居 住 地 形 成 の 書式 み

･都市整備公団居住者の状況>

居住者の一般的状況をみると次のような特色がみられる｡

賃貸住宅の平均世帯点数の低下と分譲住宅の増加傾向 (図-1)

平均世帯点数は昭和60年度で賃貸住宅で約3人､分譲住宅で約 3.5人となってい

る｡賃貸住宅は昭和50年以降低下傾向を示している｡

世帯主年齢の高齢化 (図-2)

賃貨住宅については50年～60年で高齢化傾向を示しているが､分譲住宅は55年度

で若がえっTIものの､60年では50年に比べてさらに高齢化傾向を示している｡

共働き世帯の増加 (図-3)

女性の社会進出の傾向を反映して､年々共働き世帯がふえてきて2'1り､昭和60年

度は約24%となっている｡

年齢階層の2極化傾向 (図-4)

年齢別人口構成は全国平均に比べて15-20歳人口が極めて少ない｡

一般分譲宅地族人世等の特色は以下のように整理される｡

平均世帯員数では平均約 4.0人であり居住者平均より高い｡ (Bか･5)

平均年齢は約42.6歳で､これも高齢化傾向を示している｡ (図-6)

職業では管理職が最も多く31%､次に専門 ･技術職26%､-一般事務11.6%となって

いる｡ (図--7)

(図15) 世帯人員 (%)

(図-1) 家族数比率 (%)

- ｢調査研究期報｣他.86.1987-

(図-2) 世帯主年齢比率 (%)

(図-4) 年齢別人口構成

(図-6) 購入者の年齢 (%) (図-7) 購入者の職業 (%)

＼＼30は東成l30鮒t
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<住宅 ･都市整備公団の新たな試み>

.これまで示したように､新たな時代に対応する多様な "豊かな住まい方刀のニーズに対応する

住宅地形成が必要とされているが､住都公団においても居住者の傾向もふまえてこれら社会全

般の変化に対応すべき種々の試みがなされている｡

(イ)宅地開発事業における新たな試み - 多様な "みちD空間とコミュニティ形成の試み

･新市街地形成である宅地開発事業において特に外部環境について新たな視点より､ "みち

空間"を介在とするコミュニティのあり方ならびに環境のデザインコントu-ルの試みが

各地で実践されている｡ (参考姿料参照)

･たとえば高坂丘陵地区においては新市街地における区画道路レベルの道路空間は､単に車

の通行としての空間ではなく､通勤や通学､買い物の ｢みち｣であり､子供の遊び場､大

人達のかたらいの場としての ｢ひろば｣であったりするような生宿空間の一部の機能とし

て考えられている｡

,･このような試みは多摩hT.T.｢路地空間｣､港北N.T.｢コミュニティ道路｣､戸祭N.T.｢男

体山道路｣等において実践されている｡

(ロ)集合住宅における新たな居住空間の試み 一 都市住宅21世紀モデルプロジェクト

･｢都市住宅21世紀モデルプロジェクト｣として､将来の都市生活を強く意識した新たな居

住空間の試みを行っている｡

･この特色は社会変化に対応する居住ニーズを世代階層に対応する多様な "ライフスタイル"

としてとらえ､このライフスタイルに見合う居住空間タイプを提供するといういわば､商

品市場構成論理にあるといえる｡

･このライフスタイルのとらえ方は､シルバー世代 (60歳以上)からジュニア世代 (18-25

歳)までの6段階に対応するものとして整理されている｡ (図 )

･さらにこれら多様なライフスタイルに対応する居住空間を具体的なイメージとして示し､

モデル空間として具現化されている｡

蓑12 茄布佐等21モデルプロジェクト基本コンセプト

ライフ.スケLA, rTtII++- ノ

＼ ハr}リンy

1ン二ンT

＼ベ-ヽ ハウジング

/＼

1<?) ハウジンy/

スタイA. 4.7十一ラJ.Lハウジンy

＼ 5_Trl>*ラ<7‥ウゾンデ

/＼
-ビアンライフ -ウジンブ

/＼ ∩.)ジンy

て の一一qtウ#竹ー■ /＼
B★Afltttt I.ウlA'エイリハウジンy
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(3) 港 jヒN .T .古こ お 8ナ る 居 住 - - ズ ~と 新 た な 住 宅 地 形 成 の 方 T司

港北N.T.のまちづくりの目標のひとつとしてあげられているこれまでの単なる住宅機

能都市 (いわゆるベッドタウン)ではない α複合機能都市"を実現するために､高次

な都市機能を先導的に誘致することが重要な施策となっている｡

そのためN.T.センター地区における商業 ･業務 ･情報等のニュータウン全体を支える

一大複合的拠点施設を成立させる一方､ニュータウンの各地区に先端産薫関連の糞務

機能や教育 ･研究機能等の積極的な導入が図られており､項在国際的に著名な外賓系

企業も数多く立地してきている｡

このような状況のもとにこれらを支える居住機能については､社会変化に対する新た

なニーズに対応すると同時に､港北N.T.全体の21世紀にむけての新たな居住環境､居

住空間の創造が重要な課題といえる｡

《港北N.T.のまちづくり目標》

21世紀を展望する自律的
複合機能都市の育成

《重点的な施策例》

(a)ニュータウン全体を支える

一大複合拠点としてのセンター地区の形成

0))国際的先端企業の業務 ･
教育 ･研究機能の積極的
誘導

(C)時代ニーズに対応し､特色
あるニュータウンの新たな
居住堤境､居住空間の創造

(也)地下鉄等公共交通機関の
整備

･そのため港北N.T.全体の居住地形成のテーマのイメージ例として次のような点があげ

られる｡

① 高齢化対応の住宅地のあり方

くさ 余暇時間の増加､充実に対応した住宅地のあり方

③ 国際化への急速な展開へ対応した住宅地のあり方

④ 高度情事馴ヒ時代に対応した住宅地のあり方

⑤ 女性の社会進出に対応した住宅地のあり方 等

このような住宅地イメージは当然のことながら､本来的にニュータウン全体のそもそ

ものコミュニティ形成を 個̀ 人" "豪族" く̀社会"の3つの要素からみて､どのよう

な構成によってつくりあげるのかすなわち､複合的なコミュニティ形成をどう実現す

るのかという基本的な認識が前提となって初めて特色的な居住環境､居住空間が形成

される｡

《住宅地形成テーマ例》

<新たな住宅地形成のテーマ例>
① 高齢化対応の住宅地のあり方
② 余暇時間の増加､充実に対応した住宅地のあり方
⑨ 国際化への急速な展開へ対応した住宅地のあり方
④ 高度情幸馴ヒ時代に対応した住宅地のあり方
(参 女性の社会進出に対応した住宅地のあり方

複合的なコミュニティ形成
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<港北エ3･-タウンの住宅地イメージテーマの検討課題 :例>

テ ー マ 港 北 N.T.へ の 期 待 求められる居住環境 (外部環境) 居住空間イメージ (内部環境) 検 討 課 題

①帝齢化対応 ･多様な年齢階層によるコミユニテ ･ニュータウンにおけるオールドタ ･防災安全システム

イ形成 等 ウンの演出塵 芸蔑苦み､落ちついた】･デイケアサービス施設の設置 等 ･ライフケアシステム･3世代居住空間･高齢者対応の内装可変システム等

②余暇時間増加対応 ･豊かなオープンスペースを活用し ･ニュータウン全体の "グリーンマ ･ホビールーム＼ トレーニングルー ･コミュニティ空間単位における余暇活動スペース
た住宅地 トリックスシステム"と住区内縁 ム付き居住 の確保

･サークル活動等コミュニティ形成とまちづくりへの参加 等 地＼オープンスペースとの連結と活動空間の確保･共同ホビールームや生活学習施設等の余暇時間対応施設の充実 等 ･αルーム付き居住 等 ･コミュニティにおける共同施設の確保と維持管理･農用地区の貸し農園等の開設とシステム化 等

⑧国際化対応 ･ニュータウン進出外資系企業の国 ･"居留地的"でないオープンな居 ･生活利便施設の充実
際的ビジネスマン (日本人及び外 住環境 ･サイン計画

国人)の住宅地･桂浜圏､首都圏へ就業する外国人対応の住宅地･"みなと横浜"イメージへの回帰等 ･民間レベルの国際化交流 等 ･居住空間スペースの拡大･居住空間の各種寸法等の大型化 等

④高度情事馴ヒ時代対応 ･ニューメディア活用のハイタッチ 一防災安全システム ･居住者向け情報サービスのソフトシステム

ハイクオリティなモデル的住宅地形成･在宅勤務居住タイプの実額 等 ･住宅安全システム 等 ･住区内の各戸ハードシステム 等

⑤女性の社会進出対応 ･沿線労働力の受け皿 ･24時間営業店舗 ･合理化された家庭管理居住空間 ･女性の目より街並み構成 等

･女性の新たなライフスタイルの実 ･保育システム ･家事労働空間のオープン化
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商 齢 イヒ対 応 の 住 宅 地 の あ り 方

<1>.帝酎 ヒ対応とは

.ゎが国の人口構成は､今後長期間にわたって高酎 ヒが進むものと予測されてい

る｡

.この傾向は全世界的な傾向で､図--でみるように､65歳以上の老年人口の比

率の推掛ま､2000年 (昭和75年)頃にはおおむね各国人口の約15%前後を占め

るものと予測されている｡

･特に､わが国の高齢化の特性を示せば以下のとうりである｡

(イ)高齢段階における平均余命が伸び､高齢期生活の長期化｡

(ロ)前期高齢者 (65-74歳)及び､後期高齢者 (75歳以上)の大幅増加｡

∫.:--::;::･:…≡:: ::器 :::J :::i;::ミニ∴ '::.:=:.:-≡ ::::ミ芸 :::::I::':::I

(ハ)高齢者の絶人口に対する割合の増加 (他国に比べ､高齢化率の急激化)

(65歳以上の割合が､
昭和60年,10.3%､昭和75年,16.3%(現在のスウェづン程度)

昭和95年,23.6%

(ニ)生産年齢人口 (15-64歳人口)に対する高齢者人口比率の増大｡

(対生産年齢人口比率 く昭和60年,6.6人>->く昭和60年,6.6人>-うく昭和60年,6.6人> )
図- 1 老年人口 (65歳以上 )の比李の推移

222(2043)

J8W J900 1950 2000 2050

(LPJih33年) (昭ft]25年) (75年) (125年1

日日日

Un)td Nat"nS･m eAM OFPoputaいonpdlLs EEOnOm1日 ndSoclallrnp】-cALIOnl11956)
～-LhhKeyf･tzandW Fl'eTer･WorldPopu)abon-(1968)
UnJLd N的ons"Demo8Taph)EJnJ)catDrS byCountrleS･･(198J)野
)981年uf土の日本の人口は.年生,G (人口間切研究所)｢日本のポ米人口汚推計｣

(昭ft]56年11月中位推計)

<2>.高齢化対応とまちづくり

･高齢化社会への急速な移項は､医寮体制や社会福祉体制の変革､新たな生活手

段の確保､新たなニーズへの対応がせまられる｡

･このような傾向をふまえて､まちづくりの鞍点から一般的に留意すべきイメー

ジを示すと､以下のように整理される｡

<コミュニティ形成の視点>

(イ)地域社会での活躍があり､経験等による尊敬を受けやすい｡

(ロ)地域住民に知己が多く､相互交流､つきあいかしやすい｡

(∩)社会の最新情報や､まちのにぎわい (盛り場等)に参加できる｡

(ニ)幼年層､青年膚等との交流機会が多く､高齢者層の特定な階層のみの

交流でないこと｡

くまち環境の視点>

(イ)豊かな自然環境とにぎわいをもつ､アメニティの環境等が用意されて

いる｡

(ロ)身近に高齢者が就業できる施設等がある｡

(ハ)趣味､余暇時間が身近で充実できる｡

(ニ)身体の弱化対策が外部環境全体で考慮された安全なまち｡

(ホ)健康増進が身近で行いやすく施設 (散歩道､ジヲギング､公国等)が

整備されていること｡

<ライフ･ケアの視点>

(∫)ホームドクター制､オープンシステムの柄院等の医簾体制が整備され

ている｡

(ロ)緊急時､非常時に対応できる休制がある｡

等

脚 年 75年 95年 ㈲ 年 75年 95年

r日本の1守矢推計人E)J昭事061年12月推計中心t針

E222日まスウェ-デンの人口(スウ=-デン大便虹技脚 I-7



蓑 (サブイメージ) ライフスタイルイメージとインフラス トラクチ 十一イメージ

<3>.港北N･T･住宅地形成における展開

.港脚.T.における高齢化対応として､民間によるライフケアマンションが､昭

和63年4月にオープンしている｡これは､全戸数約 445戸の高層等含住宅タイ

プであり､都市型ライフケア住宅として注目されており､又､港北N.T.のイメ

ージ形成の一端となっている｡

.このような､集合住宅タイプ対して､地区全体の居住環境として縫合的な視点

より､対応が必要とされるであろう｡

･表--に示すように "ライフ,スタイルイメージ'の差により居住環境として

｢屋外環境｣ ｢共同施設｣ ｢住棟住戸｣ ｢設備機器｣等の受け皿としての施設

整備の受け皿の内容が異なってくる点に留意すべきであろう｡

･さらに､麦一一で示すように居住環境として欲する施設群についてみると､か

ならずLも高齢者のみが利用する施設ではなく､本来､住区内に設置されるべ

き一般的な施設も､樽に､高齢者対応として複合的な物と考えられるべき点が

重要である｡

･特に港北N.T.は､緑のネットワークシステム (グリーンマトリックシステム)

による各住戸の連続性､斜面緑地等の保全,活用等ニュータウン内への緑化導

入が穣橿的に進められており､この面より高齢者居住のベースが確保されてい

るという面をもつ｡この一方､タウンセンター､サブセンターとしての都市の

集嶺が計画的に進められることによる都市のにぎわいの 授受という､ "静汁

と "酢 の混在化がはかられることにより､ニェータウン全体として､ある意

味で高島者対応のインフラ部分が用意されているともいえる｡

今後､掛 こ表--に示すC群の施設群 (ケア関連施設)を居住区全体でどのよ

うに整備するかが課題といえる｡

区 分 屋 外 環 境 共 同 施 設 住 棟 住 戸 設 備 枝 器

摩 :.-諺 .ライフ派 テニスコート シ十ワ-ルーム ホームサウナ

旅行 .菜園造りlltど,屋外 +Jスレチック機器

(アウト.ドア)での活動を糞しんでいる. 家彪菜園 つり掘

8壬康イメ-ジ 気持ちのよい景牧 I囲℡絶 甘煮 ワーフ'ロ一ヾつ'

はtW Jや陶芸と云つた知的 (眺望,建物丁サイン) カルテ十 救室岡耕雨読 7 ト)エ在宅勤務 ノ ノ ニ/

散策路,並木道 宝烹 -ク

l ふれあいイメージ 木陰のベンチ lIi公民妃 三世代同居
近居 .隣居

!大浴場 (公衆) テレビ屯話

カ 日 別 支 持 革 ま ..I27
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B. 余 暇 時 間 の 増 加 一充 実 に 対 応 し た 住 宅 地 の あ り 方

<1>.余暇時間の増加 ･充実とは

･余帽時間とは1日の生活時間と年間時間さらに生産の時間と要った短長の面より

とらえることができ､いわば生活領域の "自由時肝 ともいえる｡

･余暇時間 (自由時間)に対応できる余暇活動の活発化をもたらした背景をみると

(イ)所得の増加に伴う､生活水準の向上による生活のゆとり､よゆう

(ロ)高学歴化の進展等により人々の余暇に対する意織の向上

(余帽､ホビー時間等の積極的活用､意識の向上)

(∩)自由時間の物理的時間の増大

(週休2日制の定義化等)

･生活時間の変化をみると､平日及び土曜､日曜日の自由時間は40年代後半に著し

く増加しているが､平日には､それ程増加していない｡

･これは週休2日制が､40年代後半に急速に普及したことを反映しているが､その

後の普及が一端停止しつつあるが､昨今､役所や金融機関等での週休2日の実施

の機運がもりあがっており､今後､余暇時間の増加が予想される｡

策Ⅱ-2-64回 土qiH,自宅日で増加した自由時間

(特T2), (土.m

知354t)45485055(年)相和354045■85055(辛)

昭和35 ｡O 45 48 50 55(ヰ) 昭k)3540 45 J8 知 55(4)

(備考) L NHK ｢国民生活時間辞去｣に上る｡
2. 20歳以上および40萩代の男女それぞれ全国平均 1人
l日当たりである｡

3. 生活必需時間は,睡眠,食丸 身のまわりの用事,
拘束時間は,仕事,宇美,家事,移動 (通勤 ･通学),
自由時間は,交際,休養,i,ジャー活動,移動 (その
他),新開･雑誌･本,ラジ*, テレビである｡ただ
し,35年のみ移動はすべて拘束時間に入れた｡

一. 二つ以上の行動を並行して行っている場合,各 独々
立して集計するので合計して24時間にならないことも
ある｡

<2>.余暇時間対応とまちづくり

･週休2日制の普及が家事の変化などによって昭和45年～昭和60年の15年間に､
余帽時間は約85%増加したといわれている｡
このような状態では "余暇"はもはや "余った時間》ではなく､生活のゆとり

自己の啓発等のための､いわば "自由時間"ともいえる性格のものである｡

･このような "自由時間"の増加は､さらに "行動の自由"となり "自由生活空

間の拡大"といったものへと連動する｡

これは､住まいを求める際に ｢もっと良好な環境のもとで生活したい｣とか､

仕事や生活の便宜性よりも ｢余暇生活を豊かに楽しめる｣といった点を重視す

る考え方が重視される｡

･これら新たな生活スタイルの状況のもとで､まちづくりの新たな視点として次

のようなことがイメージされる｡

<住まい方の視点>

(イ)郊外型N.T.であって､都市的サービスが充実している住宅地に住む
(郊外型N.T.)

(ロ)都市型､郊外型の両面を授受出来るようなN.T.に居住する
(大都市近郊型N.T.)

(ハ)都市郊外の住居に住むセカンドハウスとして私心のビジネスマンショ

ンを利用する (マルチハビテーション型)

(ニ)私心型マンションに住み週末はセカンドハウスですごす

(マルチハビテーション型)

(ホ)農山村の住宅と､都心のマンションの2つの生活空間を住みわける
(マルチハビテーション型) 等

<生活空間のしっらえの視点>

(イ)外部生活環境 ･N.T.周辺の豊かな自然環境を活かしつつN.T.内にこ
れらを誘導するシステムの展開

･これに対する都市性 (アーバニチイ)の演出や住民

の交流､いこいの場の充実

(ロ)内部生活環境 ･家庭､近隣住宅等のかたらい-コミュニケィねンのスペースの
充実

Jt'っィホースの充実

･趣味の充実 -柁-ルームの充実
･アウトドアライフの拡充

(∩)内外境界 ･新たなコミュニティ形成となるプライベートとパブ

生活環境 リックなスペースの境界スペースの活用 (蕗蕗的空

間､ポケットスペース)
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<3>.創 ヒN･T･住宅地形成における展開

･港州 .T･は､樽にグリーンマトリックスシステムとして､地区全体を連続的に

っなぐグTJ-ンベルト 公国､緑地等が計画されており､これに各住区単位が

連携されている｡

.このグリーンマトリックには､自然斜面緑地等がさらに豊かな都市内の自然緑

地ゾーンを演出している｡

.このようなニュータウン全体の緑地系を中心とした各種公的オープンスペース

の活用が居住者の余暇時間の利用空間となるものと考えられる｡

この一万､よりアクティブな活動を行う場所に､運動公園､テニスコート等の

スポーツ系施設の整備が考えられる｡

･さらにこれらの活動を支える建物施設系は､スポーツクラブ等ヘルシークラブ

や､ホビーセンターの整備が望まれるが､そのために､これを活用する各種ク

ラブ組織が､住民の発意によって形成されることが望まれる｡

･又､宅地及び住戸系では､あるコミュニティ単位における余噸活動を支える一

方､プライベートな時間､空間を支える施設の充実が必要である｡

ソ フ ト 対 応 ハ ー ド 対 応

N.T.全体 ･グリーンマトリック沿い ･グリーンマトリックシス

の散策､休憩･緑地､オープンスペース活用のアクティブな活動(スポーツ等)･N.T.が一体となる夏の開催 テムの充実･イベント広場

建物施設系 くヘルシー系関連>･スポーツクラブ ･ヘルシークラブセンター

くホビー系関連>･各種趣味のクラブ(アソシエ-シヨンの活性化) ･ホビーセンター

宅地及び住戸系 く住民交流> ･住区内オープンスペース

･住区住民､老若男女交流 の確保･交流センター等の整備

く豪族交流>･豪族団嬰 ･居住スペースの工夫

･豊かなアウト,ドア,ライフ ･屋外スペースの工夫
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C. 国 際 化 へ の 急 速 な 展 開 へ 対 応 し た 住 宅 地 の あ り 方

<1>.国際化とは

.一柳 勺に国酎 ヒとは､主としてわが国の経済成長による国際経済への参加に伴

ぅ動向を意味し､その尺度して "物の動きとしての輸出入額の推移"であり､

4人の動きとしての日本人出国者､外国人入国者の推移さらには情報の動きn

みることができる.

･人の動きでは､図--で示すように外国人入国者について昭和40年～59年の比

較でみると､絶対数の伸びでは約6倍となっているが､相対的には東南アジア

持回の比率が高まっている｡

.このような ⊂人の動きnに伴う国内の状況をみると以下のような特色が指摘さ

れている｡

(イ)現在の外国人居住者数､約全国で 5.4万人 (昭和61年度)で､東京､神奈

川で全国の約60%弱程度約3万人 (横浜市､約3000人)｡

(ロ)役員クラス等エグゼクティブは､港区居住者が圧倒的 (約66%)｡

･東京の国際金融センター化に伴う非製造業を中心とする活発な企業進出をこれ

に付随する事務所需要の増大と国際化対応の居住地形成の緊急的課題が浮上し

】Ⅶ

井Ⅱ-1-9艮 El事人出中書.外El人入tLtのML事

(■I)I･ 軸 f r出入叩 旦扶粋 JtJ.r臥 EW 丑の匝■とよSAJに上る.
1 書′クフIl正式先ED洪又rLF9万8m 皮比で,( )内11■Li3g{･ある｡ =‥ilH

<2>.国際化に対応するまちづくり

･国際化とは "人" dモノ" "情報nが地球レベルで交流することと考えれば､

国内の視点では､これらの受け皿としての機能をどう形成するかが問題となり､

さらに､これらに対応するまちづくりは､どうあるべきかが課題といえる｡

･まちづくりの面から 牡人D "モノ" "情報力の受け皿を整備すると以下のよう

にイメージされる｡

< V人Dの受け皿整備の視点>

(イ)外国人定住者にとっての､住宅地整備あるいは住宅の供給

(tl)外国人中長期滞在者にとっての貸貸住宅あるいはホテル系居住の供給

(∩)長期滞在者豪族の教育施設や娯禁施設の整備

(ニ)居住地区を支える外部居住空間の整備

(オープンスペース､公園､散歩道等)

(*)人が交流する施設の整備

(コンベンション関連施設､コミュニティ関連施設等) 等

< "モノ"の受け皿整備の視点>

(イ)外資系企業の事務所ビルの整備

(ロ)研究開発関連施設の整備

(ハ)流通業務関連施設の整備

<"情報"の受け皿整備の視点>

(イ)国際情報の瞬時に対応する施設群

(ロ) "人D対応の情報施設 (居住地への情報施設)

(ハ) "モノ"対応の情報施設



<3> 当N･T･への居住の可能性

(a)国際化に対応すろまちづくりとし′て､港北N･T･における展開は､これまで

先行的に立地しつつある外資系企業の業務､研究､研修等施設を先導核と

した関連する ■●人ガと -■情報''の受け皿整偶が今後必要と考えられる｡

･このうち住宅地形成の面でみると､まさに "人の受け皿整備"が第一義的

な課題といえる｡

･このような視点より国際化における住宅地形成をみると､たとえば当h'.T.

を含む横浜市への外貨系企業就業者の評価と居住の可能性を見ると (義

)､生活環境や関連施設の評価は高い反面､当地域の定住地として の

意識は40L-45%程度となっていろ｡

･これは外資系企業の就業地が当市域に多く立地する可能性が低いと考えら

れていろ点を考膚すると､今後の粥縛が想定される｡

拭浜市への評価也居住の可脚生

(良

川抑IiEf晒 o To ′比11 1 1 1 1 い I l l ■rl

'･/Q13需品孟箪学究空合霊園
外｡̂にN'る叩脚の配口殴打fjなさrlてい'ul. ,C,
孟詣議第2£誉臥,'羊会市の際
:.ぎ:;:::､=豆 L-･.･L'.2 '.

･】b多く生叫 とい･-､圃 璽露闇 =三二 男70Q
ll/:31.:I-:TLL誓-(:;:h'J--T-I.--.:-千-1'二~､十 二~~●Il…:】
… 州m̂に.lqnlている盛 国

J～1- (/
dJI )zo dO
- し..ニエー_-.ここ:i.二ここrI_.}J→ JJJ

_I-/? 一㌢/V メ∫
'∴ l:::ll ~~二 .二 t.I::.i

二 ∴ ∴ -It-:-:_:;-::-I_:_二二二 三I::.}lAJ ∫:T +J

完芸Tl誌望̂87店u竿として由無 評 撃邪 小 額
嵩'.::';･71.-･肝 -.r…ー'二.I+I'■-:十 ‥∴~ド'･:.~｢
f詔･<芝望まま詫言富男望他国二二 公務猛Z%孜彰嘘園

Jl' 'IL' 7'
そう と5L3とb そう

t.En.う いえない 巴7)ない

(b)居住地形成の展開

･国際的に活動する外国人 (特に近年では東南アジア系の比率が高まってい

ろことに注視しつつ)が長･中･短期に滞在する屈住地区の形成を早期に

実現することが重要と考えられる｡

･そのための戦略視点として以下のような点が留意される｡

<住宅地のしっらえ>

(∫)外資系企業就業者のための住宅地

(D)横浜地域居住の外国人の住みかえの住宅地

(∩)東京居住者の外国人の住みかえの住宅地

(=)モデル的街並み形成のための住宅地
t ト

･一般住宅地を
混在でいくの
か､一棟又は
-団地を専用
とするのか
l

<層留地タイプ>
居住空間の特色 (広さ､間とり等)

<住宅地を支えろ情報サイン系のしっらえ>

･世界各国の人々が自ら認知､理解し得るような情報サイン系の整備

情報サイン系の整備

｣-全世界を相手にするのか､特定の地域を相手にするのか

特に東南アジア系の人々の対応をどうするか

(英語､ローマ字等)

<先導的､モデル的街区のしっらえ>

･N.T.全休の国際化イメージの向上のため､特に外国の街並みを街区

全休に先導的に形成し､そのイメージの定着化をはかる｡

たとえば "国際どおり"

…○○とおり"
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D_ 帝 度 博 幸ti化 時 代 に 対 応 し た 住 宅 地 の あ り 方

<1> 高度情報化時代とは
･高度情報化時代とは､とりもなおきず国際化社会への進展とある意味で
同等･同質のプロセスとなっている｡

･すなわち､経済力の増大に伴って､わが国は､世界経済の重要な拠点と
なりつつあり､様々な分野で国際交流が多様化､活発化し､そのための
相互情報交換の絶対量の増加とその高度な処理が必要となってきた｡

･そのため､種々の高度情報処理通信システムの開発の一方､これらの拠
点が個別単体建物の整備だけでなく､むしろ､地域整備､都市間発射音
といったある一定の地域空間のひろがりの中で対応するという､緊急的
な今日的課題である｡

･この急速な進展は､家庭的日常生活レベルまで進入し､いわば個々の生
活スタイルや意識変革への影響力をもつ種となっている｡

CE)[-26 周的通信の動F･】

(50iJLPE-loo)

ダイヤル通話捻適!舌EI致

ラジオ放送の蛤放送時間

テレビリ,ン放送の 900
蛤放送時PL-a

i∴ -ヾ--:

内国郵便物故 600

∽ 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60

iF政

江)1 郵政省,NTT巧打 ｢日本削 れ年鑑l(拙 El本新聞
協会)により作成｡

2 ダイヤル通話絵通話回故は,特別視圭による推定で

ある.

3 テレビジョン放送及びラジオ放送の蛭放送時間は,

1日当たりの捻放送時間である｡

4 新聞発行都政は.各年10月の発行郡牧である0

5 郵政省 r昭和61年度 通信に関する現状報告｣による｡

500

400

300

200

指 100

11 0
50 51 52 53 54 55 56 5758 59 60
年Ll

注) l 郵政省.KDD予科ICより作戒｡

2 外Eg郵便物故は.差出及び到着の合計である｡

3 国襟屯9.国際テレノクス及び国際電話取扱故は,
発着及び中継信の合計である｡

4 郵政省 r昭和61年鑑 通信に関する現状輔告｣による｡

< 2 > 高度情報化時代に対応するまちづくり
･高度情報化時代に対応する生活環境は ､ 今では､個 消々費のカードシス
テムから､居住空間の環境コントロール ､都市全体のセキュリティシス
テム､ひいては､国際的な情報の同時授 受にいたるまで､我々の生活レ
ヘルと密着している｡

･このような､高度情報化の進展による新たな時代に対応するまちつくり
として､高次に複合化した都市機能集積を促進､誘串する一方､これら
の集積のメリットをうける地域社会､地域住民とどのようなシステムを
形成するかが課題となる｡

･まうづくりの視点より情報システムは､以下のように整理される｡

■住宅地･産業サーヒスシステム 一一一一丁一 在宅勤務システム
l∴∴ 1∵∵ ∴了 ~-

ll獅 型産業サービスシステム ~一一~T_-蒜裁 量等三言呈至芸至三ムl--へンJt-ビン7スサ-ビスシス1-ム
Iコミュニテ ィ ミ ッ クスサーヒスシ ステム｢--外国人サーヒスシステム

.~ 'LL ■言 呂,1/･;･IL三∴ ;

■都市管理運営サーヒスシステム 交通情報サーヒスシステム
セキュリティサービスシステL
地区施設絵合管理サ-ビスシステム
行政情報サーヒスシステム
都心演出･運営サ-ビスシステL
地区案内サ-ヒスシステム
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<3> 港北N･T･の住宅地形成における展開 IX･ データ:データ回乱 専用線 tel:電話線

.高度情報化時代に対応するまち

づくりの視点よりみた情報シス

テムの展開 (前貢)のうち､当

港北‥.T･の住宅地における展開

が可能と考えられるシステムに

っいて示したものが右表である｡

.いずれにしても､情報化システ

ムは高齢化対応､余暇時間対応､

国際化対応のそれぞれの展開と

多重的なつながりをもっていろ｡

･特に情幸馴ヒシステムは住宅地の

みでは､その特性はほとんどい

かされているとは言えず､むし

ろN.T.全体のシステムやN.T,セ

ンターの高度な集積が予想され

る新たな都心複合横能との連動

システムによって､住宅地の情

報システムの新たな展開がある

ものと考えられる｡

システム サ ー ビ ス の レベ ル i ソ フ ト ハ ー ド
都市情報施設 機 器 伝 送 路

住宅地汁リエン丁ツド 在宅勤務システム tJクーサ一一日 一 山tシターにおける信幸臥 サテライけ7Iスの提供､機器のリ-ス I求人､求職情報の作成 tJクー､サテラ小オフIス; I,ン9---NT外(≠-9)家庵-一企業(tel)

ネットワークサービス一一サブt,ンタ-におけるサテライけフイスの提供､リトHJピユ-ティJク等のオJうル化 サテライトオフイ7. ホストコンビrウ tJクーー一家庭(te1)サブセンター一一tJ■クー(データ)

インフォメ-シヨ tこ/ラ-サービス- 商品情報の作成 センター(インフォメ-シヨLlシユミL,-シ∃ン用コJビュータ センタ-一一NT外(i-9)

産業サIビスシス丁ム ンマート (インフォメ-シヨJマート)において商品の展示商品情報の提供 マ-ト)

ネットワークサービス -商品情報等の家庭とtンタ-とのわトワーク化 家庭一一七こ/クー(tel)

ライフ.ケアシステム 医療システムとのわトワーク化 家庭 .個人医療7-タルク 医療tンタ一一一家庭

コユ丁イツクスサ1どスシス丁ム 外国人サービスシステム センターサーピ7.-センター地区の公衆端末における外国語･情報の提供 外国語情報の作成 外国語情報センター 公衆端末

ネットワークサービ1 -外国人家庭への外国語情報のオンライン化 センター-一家庭(CATV､te1)

クラブサービスシステム t,ンタ-サ-ビス-クラフのtJタ一におけるクラブ情報の提供 クラブ情報の作成 クララセンター

ネットワークサービス-クラブ会員の家庭へのクラブ情報のルライン化 センター一一十家庭(CATV､tel)

テレビ､ラジオ自主放送システム テL,ピ､ラシ才再送信サービス- -テL,ピ､ラジオの再送信を行う センター へ.JFIJF､アンテナ センター一一一家庭(CATV)
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女 J性 の 社 会 進 出 B= 対 応 す る 住 宅 の あ り 方

<1> 女性の社会進出とは

･女性をとりまく社会の現況

妻となり母となることが唯一の人生であり､女がその役割を通して家を支

え､生き甲斐としてきた時代は終わった｡自己実現をめざし､多様な形で

社会に進出していく女性達｡フルタイムワーカー､フリータイムワーカー､

ワーキングマザー､カルチャーミセス等々､呼称は色々だが､それぞれ生

き甲斐を求め､職場に社会に地域に新しい根を張ろうとしている｡

一部のエリー ト女性が男性社会の秩序の中で､必死に苦悶した時代は過去

のものとなりつつある｡今やごく''普通"の女性達が､ごぐ'自然"に､家の

なかでそして外で新しい行動を取りはじめている｡彼女らの行動を促す要

因は､高学歴化･少産化･長寿化･情報化り イヽテク化･サービス化､といっ

た様々な社会変化の捻体であろう｡ (図 1 参照)

･これからの女性の生活設計

高学歴化･少産化･長寿化の進行に伴い､女性のライフサイクルも大きく変

化している｡ (図2､図3､参照)

ライフコースの選択も多様となった｡ (図4 参照)

シングルやディンクスもファミリーの仲間入りである｡

･つけと課題

女性の社会進出に伴い､つけを払わされる弱者 一 置き去りにされる子供

達､育児を押し付けられ地域に取り残される孤独な老人達はどうなるか｡

そして家族は､家庭はどこへいくのか｡コミュニティーは誰が担うのか｡

これらの課題をを謙虚に受けとめ､クリアしてこそ､社会進出も実りの多

い物になろう｡女性は勿論､男性も含め社会全体で考えていかなくてはな

らない｡

図 1女性の社会it出を進めも宇田
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<2> 女性の社会進出とまちづくり

･多様な生き方を応援

社会進出･自己実現にも多様な形がある｡働 く､稼 ぐ､学ぶ､遊ぶ､仲間づく

り､ボランティア活動､等 々 ｡これらの生き方を応援するような街づくりの

提案が 今 求められている｡

それはスペースの各ヒエラルキー､すなわち､室 レベル･住戸 レベル･住棟

レベル･団地 レベル･そして荷全体で提案され､実現され､総合化される必

要があろう｡ (図5 参照)

例えば街全体としてとらえれば､雇用の創出､保育体制の充実､生涯教育

の普及､各種サービスの充実､助け合いネッ トワークの普及がのぞまれる｡

･プライバシーとコミュニケーション

街にはコミュニケーションを計る仕掛けが必要である｡と同時に一人にな

れるプライベー トなスペースももとめられている｡ (図6､図7 参照 )

･合理性の追求と余裕の確保

女性の社会進出にともない､家庭管理の合理化､家事の外注化､誰でも使

え挽能的で分かりやすい家事労働空間の創出､イージーメンテナンス化と

いった合理性の追求が求められる一方､リラックスできる余裕空間へのニー

ズも高い｡

･共用空間の創出

現代にマッチした共用空間 - OA室､図書室､音響室､食堂等の創出は､

コミュニティーのあり方の一環を提供することになるだろう｡

図 5 スペースのヒエラルキー
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(3> 港北 NIT 住宅地 形成における展開 (資料 A･B 参照)

港北 N･T に居住する女性が､生き生きと働き続けることができる

酵づくりの要件のとしては､次のようなものをあげることができる｡

老若男女･兼既婚を問わず楽しく暮らせる｡

家庭も仕事もコミュニティも､自由意志で選択できる｡

プライバシーを確保 しなが ら､コミュニケーションがはかれる｡

快適で合理的な住空間｡

多様なサービスが享受出来る｡

この中から､以下の2点について展開を述べる｡

.快適で合理的な住空間の提案

女性が働き続けるためには､ます合理的な家事労働空間が求められる｡

そして､家族とのコミュニケーションを高め､対社会のコミュニケー

ションを活性化する､だんらん(社交)空間｡更に､個人性を高めるた

めのプライベー ト空間が求められる｡また､これらがバランスよく配

されることが前提である｡

これは住居の基本であり､目新しいことは何もないが､現状の集合住

宅のプランには､この前提をクリアしているものは極めてまれである｡

先端技術の導入や､目先の変化にばかり目を奪われ､基本を忘れた住

戸を見直し､真に住みやすい住宅を撞案 したい｡ (図 8ー図 9 参照)

･共同オフィスの提案 (多様なサービスの一例として)

フリーランスで働いている女性あるいは働きたい女性達に､共同オフ ィ

スは待望されている｡スペース確保やOA機器購入の際の個人的な経

済負担の軽減のみならず､仲間とのコミュニケーションの喝ともなり

得る｡

オープンに利用できるエ リア､プライベー トに利用するエ リア､会議

室､作業室等の設置も必要である｡
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仕事づ くD .環境づ く少

く女色 と仕 事 )の叔 点 か ら
孟 碧 諾 芸富.S慧 苧

文化姑没用為

㊤ ･学校 .鼓tJte)たt'の任%,
地元の鼓JLAOt先見弔

孝改良用の載JLA

以外に.手枕外用也で
j8ひ芋.J=子供たちモ

世鼓し.JG没を管見
する 'コミ_エテ ィ

スターl)ノタ'書rl 幸便外スべ-ス ･85投の草枕利用ができ

ないか.

･学校のBy.1外字暮保育所化.けいこ事故垂化,

牧丘の並び38肉故

･専任の1わクに古土文科JB.国fB.スポ-ツt

y1-を合わせて.一大スクール ./ -yを

･大公EXlと学位の rT+ソタ

子供が先か.俣書轍 が先か -

･公共保■所 ･q 内保7r市 ･棚 ▼

･共同保丁所 ･出入自由の保tNL投 .類朔 ･虐待

括JM と ､へ^･7''の級 サービス

を羅漢する｡

･老人91刀 J<yタ

･長浜が紬 に出入9できる畠♯付老人ホ- A

･デイケアtン′-

･iI守宅 ･1人住th老人宅基凪A.ホ ー▲

-A--5Gttンf-

が くらしてゆく

地'とh D気持ち

モ書で.<叫 >tつくる

地t*の文化 ･くらしを守b育てる

ために,住人が役割を也う｡そのための

旬をつくる｡

･コミ▲こティ七yJ-

･コミ一二ティ ワーク yTタブ,コミ▲こティ
ll1カー

･地軸 JS土帥 JP

r研究グルーブ

･C^TY月 ･地域イべ/I

め,jl嘗したいとする有志に.住宅
et亡･aE党的lt舟a ･入居モ促連する
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生在朝逢す-ビス兼寿K
t先的別}･官す｡
中 ･小黒舌,生息etc.の
テナントをZe鼓できる

娯兼 ･L'ノ+一施設の早朝 ･納 軸

フリ-スペースの兼 しい利用 ･3営

･脚 の少ない公武

･サークルの★会.習い事etE I(見放それる

公民舟

･tl葛.スポーツtノ′1

･7I)-スクール

･ミニJL菌 . レy Jル畑

公領は出向のBE存

ttji用住宅(社宅)

コミlニケーyTンを求める人々が
ttれるqaをつくる.
･夜間も*t れる集会所, コミ1=
七二/′一･

･Jく-ティ用金額

･サーク ,̂づ く9の七ソ7-

･lJサイクル t/II

･テレフ■ン･サービス七/I-

(三 重)-公民臥 ′クン七ン,-

用地.文化事i祉尤
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公田が企jE･l五体に分iJ

･貸出

を促進するため
分斗 ･貸出のgtSA

持t,市 ･H 肋

資料 B
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[三三司 首 着TS圏 西 書TSに お け る 住 宅 地 需 要 †頃向 と 住 一着TS公 団 の 住 宅 地 形 成 の 方 向

単純集計表/首都圏一酉方面

(1) ~首 都 圏 西 部 地 域 の 宅 地 購 買 需 要 層 の 特 一I生

首都圏西部地域の宅地購買需要層の時性を把握するのに､昭和60年度､住宅都

市整備公田が行った一般分譲宅地需要に伴う応募者調査をもとに整理した｡

(

染料:昭和60年度一般宅地分譲宅地応募者調査報告 く首都圏>

住 ･都公団 住宅都市拭壊研究所

調査研究第二課

(注1)当調査による地域区分は図--に示すとうりであり横浜及び

港北N.T.は､西方向に区分される｡

又､沿線では､東海道 ･京急沿線及び東急 ･小田急沿線である｡

泊ヰtF_令 ●t . bJF

r Et～■I ～■tb Ti大

t 小田IL1 さのJi 2枚ZSf4枚qI北 3枚I吉田 3枚Tケ丘 5枚.t rt 3枚

一 汁

EtLF'王央 M事J7 8改tt巾 ー

=-W



①.応募者の年齢
.平均年齢では､最も高いのが総武沿線の45･4歳で＼次いで東海道 ･京急沿線が
44.4歳､東武東上沿線が44･0歳であり､東北沿線が最も低く40･8歳である｡
.東急 ･小田急沿線応募者の平均年齢は43･4歳であり､40歳台の占める割合がい
ちばん高く37.1%､次いで30歳台で35.9%となっている｡

②.応募者の職業
･東海道 ･京急沿線､東急 ･小田急沿線､京王 ･中央沿線では管理職の比率が最

も商いのに対して､東武東上沿線､東北沿線､常磐沿線では専門職 ･技術職の

比率が最も高い｡

･いずれの沿線でも管理職､専門職 ･技術職､一般事務職の3分野で多くを占め､
最も多い京王･中央沿線で76.9%､最も少ない棄部棄上沿線で59.4%を占める｡
東急 ･小田急沿線では管理職､専門職 ･技術職の2分野だけで56.2%と過半数
を占めている｡

⑧.応募者の世帯の年収

･平均世帯年収では､最も高いのか東海道 ･京急沿線で 880.5万円､次いで東急 .
小田急沿線の 840.2万円であり､最も低いのは東北沿線の 592.3万円である｡
･1000万円以上の比率は東海道 ･京急沿線が最多で34.9%､次いで東急 ･小田急
沿線で28.0%である｡

㊨.応募者の現住宅の鐘類

･全般的に持家戸建が多いが､特に東武東上沿線では49.4%で最も多くー次いで
東海道 ･京急沿線で45.2%､棄急 ･小田急沿線では32.8%である｡東北沿線で
は25.0%で他の沿線に比べ最も少ない｡
･東急 ･小田急沿線での持家率 (持家戸建+民間分譲マンション十公団公社分譲

住宅)は59.5%と高いが､他の沿線も同様の値となっている｡

⑤.建築の予定延床面積

･東海道 .京急沿線､東急 ･小田急沿線では 111m2以上の比率が､それぞれ52.1
%､40.7%と高いのに対し､東北沿線､常磐沿線では91-110m2の比率が､そ
れぞれ61.5%､49.1%と高い｡

募集地区の治抜別､応募者の年齢

募集地区の沿抜別､応募者の世帯の年収

募集地区の治抜別､連繋の予定延床面捕

募集地区の沿線別一応辞書の職糞

募集地区の治は別､応青書の1E住宅の種好
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⑦.応募者の勤務地

･応募地区と応募者の勤務地との相関性は現住所よりさらに高い.

･巌も多いのは千代田区 ･中央区 ･港区の都心部で33.8% (港北に対する値)を
占めている｡次に多いのは緑区 ･高津区 ･宮前区で10.2%となっている｡
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(2) 公 団 住 宅 居 住 者 の 住 み 竜をえ 実 態 動 l司

.公帥 宅の居住者の住み替え志向について ｢昭和60年度鯛 住宅居住者定期調

査特別郎 †･分析｣ (昭和61年度実施)により示す｡

<イ>.住み替えによる移動

･首脚部こおける住み替え移動をみると (図--)賃貸では<都心-京王 ･中央>

<机 ､-絵武><都心-常磐>が特徴であり､次に<東急 ･小田急 ⇔ 東海道>

の沿線相互の住み替えかみられる｡

又､<京王･中央 ⇔ 東急･小田急 ⇔ 東海道><捻武 ⇔ 常磐 ⇔ 伊勢崎>

と各隣接沿線相互の住み替えが活発である｡

この一方<都心-東急 ･小田急>は非常に少ない｡ (賃貸では多い)

くロ>.公団需要者の転居先希望地

･公田供給の住宅又は宅地への転居意向を示した居住世帯の転居希望地をみると

公団賃貸住宅への住み替え希望地は首都圏のほぼ全域に分布している｡

.これに対して公団の土地洗入､公団分譲住宅への住み替えでは､首都圏西部

(京王･中央線､東急 ･小田急線等)や首都圏東部 (捻武線､東武線等)と比

較的地域特性がみられる｡

(注) 1.000人以上の移動そ対穀とした｡(中位 1,000人) (注)500人以上の移Jbを対象とした｡(41位 :100人)

図-Ⅱ-5 住み替えによる移動

I-23



(3) 住 民 意 紹亀等 カーら み た 住 宅 地 形 成 の 方 l句

< 1> 市民の居住履歴
･市民の出生地は約 3 割 が横浜市生 まれであ り､神奈川県内が約6.3%
である｡ (図 1 )

･前住地は市内が約58%､県内が約12%で市県あわせて70%と比較的高
い数値となっている｡ (図2)

･入居時期をみると昭和50年(1975)以降に入居した人は約50%である｡
(図3)

･移転の理由では､ ■●横浜のイメージがよい"が約3.5%と少ない点に
驚かされる｡

[賃料:YOKOHAMAHOUSrNGREPりRT 1987
データーは､昭和61年11月 市民意識調査]

<2> 市民の定住意向
･市民の定住意向 は全体の約 70%以上がその方向を示 し′ている｡ (図13)
(この定住意向 は調査ごと に毎年増加している｡)

･当然のことながら定住意向が最も高いのは､戸建て持ち家の居住者で
ある｡ (図13)

･次の層住移転希望地は､横浜市内が約50%を占めている｡

M･LlJ
定住JE伺 他 宅の月プ写別)

Flo 13

1Tlle仙OnOr∝CLLPanrSIOSe((PeDCrmanenlly

主任 TolJI lrh 的1)
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I- (4) 港 北 N ･ T ･ 居 住 者 層 の イ メ ー ジ

1I#]<Pil雪票太莞讐慧忘t,i
当N･T･に居住する人々のイメージを想定すると､たとえば次のような

ことが考えられる｡

.横浜地域イメージの良好きを求める人
｣-◆ヨコハマ

･将来の都市集積に期待する人

.小田急､東横線沿線居住者の支い替えを考えている人

⊂ ;完 讐層

.H.T.進出企業の関連者

･ライフケア中根のイメージにひかれる人

･外資系研究所の勤務者及び関連する人

･N.T.内における自然を愛する人

･N.T.集りに来て魅力を感じた人 等

これはいずれも､当N.T.のもつ同辺社会環境､都市横能集枝や当N.T.

のもつまちづくりの目標の魅力等によりイメ-ジされる｡

これらのいわば潜在的居住者予備群のよってきたるアイテムを整理し

たものが右表である｡

<捲北N.T.潜在居住者アイテムの整理>
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I-く宣)
(1)

居 住 ニ ー ズ ーの 港 jヒNーT_- の 展 開 方 向

‡ -*白b}Rrキ也 ノ十､Hツ1-A/77!ヽ

1."住 宅" か ら" 住 宅 地''へ
ー

今 までの 住宅 開発 の 発想 は･容 れ物 と しての家 =住宅 ば か りを射 程 に

入れ ていた｡ しか し我 々が暮 らす の は家 の 中 だけ では な い｡住居 内環

境は重要 な要 素 であ るが､ それ らだけ で は真 の 住 み心 地 は生 まれ な い｡

住宅商 品 の開発 に 当 た ってほ ､基本 的 生一括 の 甥 を多 層 tt造 的 に捉 え､

その中 でひ と ,)の生 活 者 の ア イデ ンテ ィテ ィを一貫 して支 えて い くこ

とが必要 だ｡ ∫

住居内 一近 接 社会 一地 域社会 を トー タ ルに捉 え､ その 中 か らいかに一

人ひ と りの実生 活 を サボ - トで き るか｡ そ う した視 点 か ら''住宅 地 "

とい う概 念 で扶 合 化 した生 活 シス テ ムの 設 計 が考 えられ なけれ ば な ら

ない｡

2."宅 地 開発 " か ら" 住宅 地 開発" へ

当然の ことなが ら基 盤 開発 も住宅 を建 て る場 所 と しての宅 地 では な い｡

今 までの宅 地 開発 は生 活 者 を静態 的 な存 在 と して捉 え､住宅 地 の施 設

としての緑 地 ･公 園 ､街区 ､商業 ､ コ ミュニ テ ィ施 設 の配 置 ば か りに

日が奪 わ れ て い た｡

しか し実 際 の生活 者 は生 きた存在 と して さ まざ まな と ころを動 き まわ

l)､欲 求 を創 造 して い く｡ その中 か ら 自 らの存 在 性 を棟梁 して い く｡

と くに昨 今の生 活者 とい うもの は ､ 自分 な りの生 活 行 動 の 基準 を持 ち ､

自らの制御 しう る領 域 の拡大 を常 に求 め て い る｡ そ う した旺盛 な生 活

感覚の人 たちの欲 求 を支 えて い くため に は ､ トー タル な住宅地 シス テ

ムが要求 され る｡ ノヽ- ド ･ソ フ ト ･情 報 を包 含 し､ そ こに一人 ひ と 1)

のエー ジ ビ IJテ ィを引 き出 す､生 活 サ ポ ー トの ため の " 住宅 地 システ

ム" が杵築 されね ば な らな い｡

住宅地 の横道
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(2) これ か らの生活 者 の変 化 を ど う見 るか

_董然 的 な社 会 の変 化 一

.高鈴化 ､高学 歴 化､女 性 の社 会進 出

.国琵=ヒ､ サー ビス化 ･情 報化

.地域分散化 ､デ レギ ュ レー シ ョン､

調整横地 の拡 大 ､産 業 株達 の質 的変 化

人 々の生 活 の変 化

-人 々の 意 識 と行 動 の 変化 一

･多様 化 ､多 次元 化 す る行 動

･個 の 自立 と共 生 への希 求

･自己表 現 とコ ミュニ ケ ー シ ョン

･個 の領 域 の拡大 志 向

･健康 ､安 全 ､快 適 志 向

･生活 の 合理 的再編-

･情報 ､ サ ー ビス的行 動 の拡大

etc.

予 想 され るニーズ

1.億 五 化

個 人 個 人 の 自立性 が多 種多様 な行 動 を

と り始 め る

2.時 間 ･空 間の 自在 化

自己 に とっ て都 合 の い い よ うに時 間 ･

空 間 をハ ン ドリング

3, 自 己表 現化

パ ー ソナル ア イデ ンテ ィテ ィの追 求 と

それ を表 出 して い くこと

4.コ ミュニケ ー シ ョン行 動 の拡大

人 との 関係 づ く りや関係 の メ イ ンテ ナ

ンスの 道 具 や鳩 を積極 的 に求 め る

5.生 活 の快 適化 ･安 全 化

よ り豊 か な生 活 を物 的及 び精 神 的 レベ

ル で求 め る

6.億 ごろ感 の 重視

1つ の商 品 や サ ー ビス に対 し､ どの

程 度 の 対価 を払 った らいいかの 価値 枚

を持 っ てい る

7.世 の 中の リソース を有効 利用 す る

レ ン タル ､代行 な どの サー ビスや行 動

の代 替 的要 素 を持 っ た商品 を求 め る
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L3) 住宅 地 商 品 の動 向 か ら

様化 す る住宅 商 品

.ライフステ ー ジ ､ ラ イフス タイル に合 わせ た住 宅 の

規模 や様式 の 多様 化

.都市内 と地 方 に お け る住宅 の分 化

ー新 たな都 市 型 住宅 と しての 3倍建 て や アパ ー ト

併用 ､高層 集 合 住 宅 な どの登 場

.住宅内 アメ ニテ ィ環 境重 視 の傾 向

･先端技術 の 斗人 に よ る住 み心 地 ､暮 ら し心 地 の 追 求

.錘康 つ く りや余 暇対 応 な どの 住居 内 へ の導 入

.情報化 に対応 した新 た な イ ンハ ウス ･シス テ ムの

確立

etc.

住宅 内 関連 サ ー ビスの登場

･スポ ー ツ ･レジ ャ-等 の施 設 が住 宅 内 に立 地

･さまざまな生 活 サポ ー トサー ビス (･ハ ウス キー ピ

ング､ ホー ムメ イ ド派遭 ､ハ ウジ ング & リフ ォー ム)

の ビジ ネス化

･医療 ･健 康環 境 の 重 視

･文化 ･教 育 の環 境 的充実 を求 め る

･リー ス & レ ンタル等 に よ る生酒 財 の有 効 活 用

･コ ミュニケ ー シ ョン行 動 の広 が りを支 え るサ ー ビス

･宅配 ･代行 な どの サ ー ビス に よ る時空 間 の利 活 用化

ete.

ハー ドの進 化

･さ まざ まなハ イ手 ク技 術 の積 極 的応

用

･それぞ れの 暮 し向 きに合 わせ た フ レ

クシァル な住居 シス テ ム

･土地空 間 を最大 限活 用 す るため の

工夫

･情 報化 に よ る家 の外 と内 との相 互乗

入 れ

ソフ トの応 用

･医療健康 関連 サー ビス

･文化 教 育 関連 サ ー ビス

･家 事 ･生活 サポ ー もサ ー ビス

･ビジ ネスサポ ー トサ - ビス

･ラ イフ設計 サ ー ビス

･ラ イフサ イ クル に応 じた個 別 サ ー ビス

住
宅
地
と
し
て
の
使

い
勝
手
さ

の
向
上
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(4) これ か らの住宅地 商 品の コ ンセプ ト

これ からの 時代 の変 化 に対 応 し､ その解

一 人 ひ と りの生 活 の 目標 の実

現 化の ため に ､ さ ま ざ まな生

活 行 動 を支 え､ その 発展 化 を

誘斗 して い くよ うなハー トと

ソ フ トとサー ビス

1.拡大 す るコ ミュニ ケ ー シ ョン行動 を支 え､人 と人 との つ なが りや触

れ合 いをつ くる''場''や システ ムの構 築

2.郡市 社会 の リソース を有 効 活 用 し､一 人 ひ と りの 生活 の エ ージ ビ り

テ ィを もた らす ため に

3.家 庭 の 内 と外 をつ な ぎ､ その相 互乗 >)入れ 化をサポ ー ト

4.人 々の情 報 や知 的欲求 を支 え､横極 的拡 大 を推進

5.-人 ひ と りの 自由 に な る時 間 ･空 間 ･人 間 関係 の領 域 (自問領 域 )

J)拡 大 を誘斗 ･支持 す る

6.生 活 の健 康 ･快適 ･安 全 ･安 寧 化 状 況 を絵 合 的 に実 現 す る

7.時間 や空 間 を シ ェア リ ング し､有 効 に使 う

8.省 力化 ､省人 化す るため の セ ン トラル ･マ ネジメ ン ト ･ラ イフ ･

シス テ ムの採用

生 活者 の変 化 を先 取 りし､一 人 ひ と りの生痛
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(5) 住 宅地商 品の イメージの方向

周辺サーヒ~ス=ソ フトの変 化

･情報化 の 進展

･商業 ･サー ビス 等 の業 態変 化

･新 たな社会 的 サ ー ビスの 登 場

･文化 ･教 育 欲 求 の 高 ま りへの対 応

･健康欲求 拡大 へ の 対 応

ライフス タ イル の 多 様 化 に応 じた

個別 聖 サ ー ビス の 進展

''住宅 地 " の変 化の方 向

･時 代の変 化 の 方 向 を先 取 りす るよ うな具体 的 な

生 活行 動 や生 活 場 面 の提 案 を住宅 地 その もJ)が

内在 して い る

･Fl蓋 され た地 域 と して では な く､ 開 かれ た都 市

社 会 の中 での 明確 なホ ジ シ ≡ンを持 つ

･国際化 ､地 符化 の 傾 向の 中 で､独 自の存 在 的領

域 を確立 してい ること

･一人 ひ と ,)の 個 立 化 ､多様化 を一 層 進 め るよ う

な生存 及 び生活 の サJポ ー ト

･新 た な住宅 地商 品 への 需 要 を枝唾 的 に拡 大 して

い くよ うな仕措 け と仕組 み が求 め られ る

新 たな住 宅 地 商 品 の イメ ー ジ

1.多 世 代 ､多 様 な属 性 の 人 々が さ ま ざ ま

な軸 で同 化 し､共 助 化 して暮 しを作 る

シス テ ム

2.スJボ ーッ ､ レジ ャー ､カ ル チ ャー &コ

ミ ュニケ ー シ ョ ン等 の横 臆 を住宅 地 と

一 体化 す る

3.交 通 環 境の 変 化 に対 応 した トラ ンスポ

ー テ ィング シス テ ム

4.ゆ と りと くつ ろ ぎ及 び個性 的 等 しを支

え るための 周 辺 生 活 サJポ ー トサー ビス

の凍 轟 的# 入

5. 自然 と人 工 の 環 境 を語 合 化 し､ 新 しい

アメ ニ テ ィを も っ た市然主 義 的 都市

空 間

6. 日由 で清 発 な触 れ 合 い か ら生 まれ る自

律 的 なコ ミ ュニ テ ィの形 成
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(6) 港 北 NTに お け る住 宅 商 品 の新 た な展 開

膚ガNTの/Kゾ シ 5ン

.東京都心 か ら30kTR圏内 に位置 し､至便 な

交通環境 を持 つ

.ふんだんに配 置 され たグ リー ンマ トリ､ソク

ス網によ り､ 自然 と一体化 した住居環 境 が

創出され る

･各企業の研究所 ･業 務施 設等 が点在 し､

昼間型ニ ュー タウ ンの性格 を強 く持 つ

･東日本孟大規模の タウ ンセ ンターに よ る

都市型商業 ･サー ビス横能 の蓄横

･多様な人 口構成 と都市型 ラ イフス タイルの

傾向を持 つ人 たちが入居

･住捷 ･住 区 ･街 区 ･NTと多層 的に構 成

された住宅 地設計

･CATVをは じめ とす る先 進的情 報 システ

ムにOT･るNT内の ネ ッ トワ - ク化

ete.

まぢ くりの基本 的 シナ リオ

Lf書 .妙席Pqの節男 の段 財

･湾北NTを単 な る地図の上 での計画 に終 わ ら

せ ないための生 きた生清音 の動 きの才人

･日 々刻 々と変化 す る生活者の意識 と行動 を反

映 させ ､ その促進 を図 る

･これ か らの都市型生 活の イメー ジを完結型都

市 と しての港北NTの中 で実体化 してい く

･21世 紀 への課題 を実 際の生活次元 の中で煮詰

め ､解決の方向性 を兄 いだ してい く

･叩住宅 地汀 とい う捉 え方の中 で､NT自体の

支 え るもの と郡市社会 その もの が抱 えてい る

もの が見 えて くる

一都市 リソースの シ ェア リング化

･今 E]の住宅 供給状況 の限界 を破 り､生活 シス

テ ムの提供 と しての" 住宅地" の あ り方 を考

えてい く

‖-藍i!



上 参 考 > 生 活 者 の 変 化 に 対 応 し た 住 宅 地 商 品 ア イ デ ィ ア 開 発

1 基 本 的 フ レーム

社会の 変

化要因の

<新 た な住宅地形 成 の テー マ >

①高齢化 への 対応

②女性 の 社会進 出 への対応

③国際化 の急 速 な展 開への対応

⑥高 度情報 化時 代 に対応 した住 宅 地

⑳余暇時 間の 増加 ･充実 への対応

個別 の生 活者 の

次元 か ら捉 え

直 してみ る

抽 出 とその 反映 化 ＼､

を予測

住宅 地 の あ

り様 を形成

す る生 活行

動 ､生 活均 /

面 の ビッ ク

ア ップ

そ の 今 後

の 動 向 を

イメ ージ

テ ー マ 自体 への フ ィー ドバ ック

住宅 地 の い くつ かの 方向

･個 々の生 活 行 動 に対応 した特 化型

システ･ム｡

･l＼- ト及 び ソ フ トの 高嶺能 化の

追 求

･多様 化 ､ 高度 化 す る生 活志 向 に合

わ せ た高 サ ー ビスの シス テ ム 化

･さ まざ まな暮 しの 要 因 の 複 合 化 ･

融 合 化に対応 す るハ イブ リ･ソTL聖

住宅 地

･暮 しの 安寧 化 を支 え る住宅 地

システ ム

･情 報化 を誘 斗 す る各種 テ クノロジ

ーの応 用
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2 ア イデ ア開発 の視 角

個 々の生 活 を取 り込 む よ うな各

住宅 地 シス テ ムの イメ ー ジ ング

･ハ ー ドウ ェ ア レベ ル

･ソ フ トウ ェ ア レベ ル

･コ ミュニ テ ィウ ェ ア レベ ル

･その 他

M 商 品 " と しての汎用 性 の検 討

と実 現 化 方策 の 見込 み

それ ぞ れの 住宅 地 シス テ ムの

構 成 要 件 と生 活 者 へ の メ リ､ソ

トの検 討

シス テ ムの フ ァク ター の検 討

･特 化

･高横 服 化

･高 サ ー ヒス化

･複 合 化

･安 寧 化

･情 報 化

･その 他

5つの テー マ への 対応度 に よ る

ア イデ アの擦 り込 み

今後の生活変化 個 々の生酒場面

を通 して､5つ と テーマ と して

収故す る

アイデ アの分 類
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コ ンセプ ト評価.(攻蝕 す る視点 )

1.人 々のコ ミュニケー シ ョン行動 の

サポ ー ト

2.社会的 リソースの有効利用の

システム化

3.家庭の内 と外の行動の相 互乗入 れ

4.人 々の情報 ･知的欲求 への積極 的

対応

5." 自閉領域"の拡大の浜中 ･支 持

6.時間 ･空 間のシ ェア リング化

7.セ ン トラル ･ラ イフ イング ･

システ ムと しての活用
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第 2章

港北N.T.のまちづくり目標とモデル住宅街区の
位置づけ

① 韓北N.T.のまちづくり目標と居住地イメージ

② モデル住宅街区の設定と韓北N.T.における位
置づけと立地特性の整理

[…=148謂 ‥;言]



二三 三

港 ヨヒN.T.の ま ち づ く り 目 標 と 居 住 地 イ メ ー ジ

(1)劇P･T･まちづくり桝 的シナリオ

佃 .[詣措 芸盲去芸冒警左竜鎧 悪童孟欝 禁 警荒齢 都市》｡目標があげられる｡
.これを支える重点的な施策として以下のような点が重要と考えられる0

a.ニユ-タウン全体を支える一大複合拠点としてのセン
タ-地区の形成

b.国際的先端企業の業務･教育･研究機能の積極的誘致

C.時代ニーズに対応し､特色あるニュータウンの新たな
複合的コミュニティをもつ層住環境､居住空間の創造

d.国土幹線軸とのアクセス強化 (ICの新設等)と地下
鉄等公共交通機関の整備

p.ク[)-ンマトリックスシステム等豊かな緑地空間､オ
ープンスペースの充実と痛用

<N.T,センターの形成>

<企業誘致の促進>

<多様な住宅地の提供>

<交通インフラの整備>

<グリーンネ､ソトワークの痛用>

･上記の当面の重点的施策のうち､当委昌会の検討テーマは<C.多様な住宅地の提供>
として位置つけられる｡

･この多様な住宅地とは､現代社会の複雑な構造に基づく多様なニーズに対応するまちづ
くりの必要性となってあらわれているが､これはその一方新たな地域社会のありよう1
-新たなコミュニティ形成- が問題となってくる｡

･将来人口約30万人の規模を有するニュータウンは21世紀の新たな時代に対応するコミュ
ニティ論が必要となってくるであろう｡

･これはフィジカルな面での住宅地形成の視点についても､たとえば大都市の都市型層住
から都市近郊郊外型居住等はば広いしっらえが必要となってくる｡

･このような面から礎北N.T.ば今後想定される多種多様な住宅地形成を実施すべきいわば
■'新たな時代を先取りする"といった積極的な姿勢が必要であり､またこれを実行する
に足る立地上の要件と充分のキャパシティをもつものと考えられる｡
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(2) ケース ･スタディ地区の位置づけと立地特性の整理 ("場"の特性の整理)

■ 脚 ニュータウンの位置付け

甥 雪誓 票差6LF誓慧富芝雷鳥 孟豊吉歪
都市として都市基盤整備と活性化を目指した･

ロ7.7芸諾 忘 ;言完 造表芸票差妄言去
る内陸に位置しており･土地区画整理事業に
ょる新しい自立型の街づ くりを行っている･

□ 港北ニュータウンは,横浜市の中心から北々
酉へ約12km,東京都心から西へ約25k
mに位置し,横浜市の港北区,緑区の両区に

またがった約2530haの区域であり,横

浜からも東京からも連結のよい良好な住宅都

市として位置付けられている.

樵 漢
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(3'港北N.T.の位置づげと広域周辺状況

J抑 T･の位置づけと広域周辺状況を

卯EJけ るため

.人口集凍

Iii勅流動､昼夜間人口比 (昭和55年)

.ヰ門的､技術的職業従事者の人口割

合と通勤地

･挿学歴者割合

.大学､短大､各種学政の分布

･情報サービス業､放送業の分布

等

について示した｡

広域周辺図



●通勤流動 ･昼夜間人口比 (昭和55年)

従業地割合をみると､港北ニュータウンの位置する拭浜市削 ヒ区 ･緑区及

び隣接する川崎市の内陸部の中原区 ･高津区 (宮前区を含む) ･多摩区 (蘇

生区を含む)は､共に東京区部と自区内が各々3-40%づつを占めており､

東京区部への依存度の高さが著しい点が､周辺他市区と大きく異なる点とな

っている｡

昼夜間人口比では､港北ニュータウン付近の市 ･区は昼間人口が夜間人口

に対し1-2書は 少する傾向にある｡ しかし2割以上減少する抜浜の南部郊

外地域や狛江市 ･多摩市 ･川崎市多摩区に比べては減少率は少ない｡

通勤流動 ･昼夜間人口比
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次に専門的 ･技術的職業従事者のうち､科学研究者､技術者､文芸家 ･記

者 ･編集者､美術家 ･写真家 ･デザイナ-,音楽家 ･舞台芸術家についてみ

てみると､一般に港北ニュータウン付近は高い集概がみられる地区である｡
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●膚学歴者割合

大学及び大学屍の15才以上の人口に占める割合を､男女別､市区毎に見る

と､ 都心から国道 246沿いに港北ニュータウンのある構浜市緑区

.港北区までの地域と隣接する川崎市多摩区 (麻生区を含む)､東京都町田

市及び多摩市で､高学歴者の割合が男女とも高い点が注目される.

苗学歴者の比率 (昭和55年)

5.9~ 96

●大学､短大､各種学校

神奈川県内ではこれら教育施設は多くないが､近年､小田急線沿線への都

内からの移転を含む立地が顕著である｡

又､各種学校では､図中では渋谷駅周辺に集中し､その他の地域では数は

少ないものの横浜都心への集中が明らかである｡

●美術館､博物館､図書館

東京都内を除くと､美術館 ･博物館は横浜市関内駅周辺地区に集中してい

る｡又､図書館は横浜市では整備が遅れており､都心部の他は数は少ない｡

横浜市では､.みなとみらい21地区に美術館の建設が進められており､他

の美術館との情報ネットワークシステムが検討中である｡

教育 ･文化施設の分布

r大学･短期大学･各社学校要覧(S61年産)∫
r全匡美術銘ガイド)(美術出版社)(S59.9)
6本の図音溝j

■ 大学
Ei]短期大学

葺 LY:;E'':蕊 鉦 .?I:J･ .' lT' 一ト ､-L:l'lLll
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●情紺サービス業､放送業の分布

情報サービス業は東京23区特に中央区､千代田区､港区､渋谷区､新宿区

の中心5区への集中が著しい｡

港北ニュータウンを中心とした地域で集中のみられる地域は､五反田駅周

辺､蒲田駅駅周辺､抜浜都心となっている｡その他では､町臥 川崎などの

駅前や多摩川沿いに僅かにみられる程度である｡

放送業の事業所は､東京都港区に集中しており､神奈川県では横浜敵 いこ

僅かにみられる程度である｡

●映画繰影所等映画産業の分布

映画製作 ･配給美及びフイルム現像 ･美術関係部楽所等は､港区を除くと､

都内小EEZ急 ･京王線沿線の多摩川沿いの地域に集中している｡これらは､大

手映画会杜を中心として､隣接地に大小の現像所や劇団 ･プロダクションな

どの関連事業所が集積している｡

近年は､更に､多摩川を越えた川崎 ･横浜に､NTVやTBSといったテ

レビ局スタジオが立地し､その周辺に少しづつ中小の関迎事業所の立地が始

まっている｡

放送莫 ･情報サービス業及び映画産業等の分布
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(4) 港北 ニ ュ ー タ ウ ンの 街 造 り- - 魅 力 的 な 都 市 環 境 を 目指 して

港北ニュータウンの概要

●規模 :計画人口 〕0万人
計画面積 25〕Oha

●立地 ‥横浜より12km
東京より25km

● 目標 ‥地元地権者を配慮した土地
区画整理事業

:近郊農業を生かす農業専用

地区の確保

:既存市街地と融和した街道

●一極依存型都市の持つ諸問題

･きめこまやかな行政サービス

ができにくい

･地域の特性を生かした街造り

ができにくい

･新しいライフスタイルに呼応

した柔軟な対応ができにくい

･人口30万人の都市に対する新
しい都市構造の提案の必要が

あろう

2 多核型都市の提案
･一点集中型の都市の持つ問題

点を改善し,都市の持つ集積
の魅力を生かす

･都市全体において従来単純に

中心や周辺と位置付けていた

が,それぞれの場の持つ特性

を発見し生かすことにより新

しい郊外型の都市を求める

●目標 :人間性の回復

都市の集積の魅力の発揮

都市構成の再編

ヽ〝

9 ▲宝● -J

d l f↓ ヽ

･苛 .,I
I..i-:_

1 %ノ~多核多圏域型都市モデル

●多核多圏域型都市の持つ可能性

･きめこまやかな行政サービス

･生活空間の多様化に応える自

立したコミュニティ単位

･地域の特性を生かした街作り

･既存市街地と新市街地の密な

コミュニケーションの促進に

メリ-リのある都市空間の創造

･場のもつ特性を生かすため平均

化した都市の集積度に高い地点

と低い地点を演出し,都市と郊

外のもつ魅力を双方兼ね備えた

街造りを提案する

都市の魅力 郊外の魅力

安全性 多選択性

自由 利便性

匿名性 賑わい

健康 落ち着き

ゆとり 自然

閑静 快適

＼｣ ノ

郊外の魅力 :周辺鰍 土地tt度を低くし林外の持つ空

問の豊かさを演出し.良好な住空附を

●メリハリのある都市デザイン

･各圏域ごとに特性ある住空間を

創造し地域特性を反映した魅力

あるニュータウンの構築

･メリ-リをつけることにより集

積度の低い既存市街地との融和

を自然に図る

.メリハリをつけることにより集

積度の高い地区では郊外型住宅

都市にはない魅力を演出する
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モ デ ル 住 宅 街 区 の 設 定 と 港 北 N･T-- - け る 位 置 - け と 立 地 特 性 の 整 理

Ⅱ-9

(1)糾 ニュータウンの計画概要

口 経漂和｡｡年に計醐 発表され,昭和58年

8月に入居が開始された. 計画的な

人口定着を計るとともに良好な住環境

を持った職住近接の活力のある街とし

て総合的な街づくりを目指している｡

ロ 計画規模
計画人口 〕0万人

計画面積 2 ,530ha

-･.-一二={



①.地区の概況

港北ニュータウン地域は､横浜市の中

心部から北北西へ約12km､東京都心から

南西へ約25hに位置し､槙浜市の港北､

緑の両区に亭たがっている｡西は多摩丘

陵､東は下末書台地につながる標高10-

80mの小高い丘陵地で､東西に幾つかの
谷が横切っていたd地域のはば中央部に

早測川が､南部に大熊川､江川が流れ､

いずれも龍見川に注いでいる｡

地域の周辺には､東海道新幹線､榛浜

線､東棟線､田園都市線が走り､第三京

浜連絡､国連246号､東名高速道路が延

びている｡

また､横浜市営高速鉄適3号線が計画

決定しており､同4号線､市営地下鉄6

号線の延伸が計画されている｡
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⑧.地区計画状況

港北N.T.は､公国を始め､広場 .集合

運動場 ･校庭 ･集合住宅地内の緑地等の

ォ-プンスペース､文化財保存緑地 ･神

社･仏閣 ･屋敷林 ･樹林坤など､地域の
歴史を保つ貴重な緑の梁顔を､歩行者専

用道路及び緑道で結びつけながら体系化
r

(グリーンマトリックスシステム)し､

限られた空間の中で最大限レクリエーシ

aン活動ができるように計画されている｡

緑道は､タ.I-ンマ川ックスの骨格となるもの

で､地域の特色である谷と景杜を活かし

ながら､各種のトブシホースを有機的に結ん

でみどりのわけづを作り出すことを目的

としている｡捻延長は約14.5kmにも及び､

緑道の幅は10-40m斜面緑地等の部分も

入れると緑の幅が100m以上になるところ

もある｡

施設配置図

Jl-ll



(2)港 北 N-T･- お け る - デ ル 住 宅 街 区 の
位 置 づ らナ

A ･都市の骨格を形作る ｢点→空間

ロ ｢孟孟芸蒜妄孟㌫写誓蒜票 に残る景観や目印となるような建

造物があるO それは人間が空間を捉えるときの担点となり

うる｡ こうした様々なランドマークの点の立地関係の中で

都市を把握することができるO

□ 港北NTでの ｢ランドマ~ク｣の持つ意味
港北NTでは次の様な物が考えられる

･高圧送電塔

･陸橋

･富士山 .

･煙突

･建築物 (デュポン)

こうしたランドマークは期せずしてできてしまった物ばかり

であり,必ずしも有効に働いてるわけではない｡

口 2-4-D周辺地区との関係

現在周辺にはこうしたポイントとなる物がない｡ しかし練

達をつなぐ陸橋や高架鉄道によって唯一場を確認することが
できる｡

□ 2-18-D周辺地区との関係
2-18-D地区は周辺地区に根差しているランドマークに囲
まれている｡

1.神社仏閣 3.彫刻
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β･肺 の骨橋を形造る ｢線軌 空間

l 8-1 ｢鉄 道 -1

ロ ｢芸慧;まInq冨警諾 認 人々の大量移動のためのもっとも

有効な手段の一つであるo そこに人々の動きが集中し,釈

を中心に密度の高い地区を構成するとともに,視覚的にも直

接人々の移動を印象付けるo

ロ港北N′Fにおける ｢鉄胤 の空間の持つ意味
センター駅に交差するように東西に2本 (横浜市営地下鉄3,

4号繰)の鉄道が計画されており,港北NTの主な都市骨格

を形成しているO 特に2本の交差するセンタ-地区は,同

時にニュータウンの中心地であり商業地区としてア一一バニティ

の高い地区を構成している｡

港北NTには合計6ヶ所の駅が計画されており,その周辺に

は商業地区が配置されているO 周辺に位置する4つの駅は

それぞれ港北NTの東西南北の玄関としての顔を形成してい

る｡

口 2-4-D周辺地区との関係

2-4-D地区は商業地区を挟んで横浜市営地下鉄3号線の

大熊駅 (仮称)に近接しておりアーバニティの高い地区を形

成している｡ 同時に鉄道による横浜からのアプローチを考

えた場合,港北NTの東側の玄関として位置付けられる｡

□2-18-D周辺地区との関係
横浜市営地下鉄3号線,JR横浜線,東急田園都市線の各線

の最寄りの駅から2-4km圏内に位置しており,横浜,八

王子,都心-のアプローチを選択することができる｡

1.新交通システム 2.鉄道一都市の動脈 3.駅一人々の出会い

皿113



■ B-2 ｢糸柔道 ｣

□ ｢笠蓋も芸蓋Ep=7諾 三悪芸は人々に解放され また自然に包ま

れた道空間として歩行者生活軸空間を形成しているo老人や

子供たちが快適かつ安全に利用できるばかりでなく,日常生

活に密接な施設や公園等をきめこまかく結び付け,人々の生

活にうるおいを与える｡

ロ港北NTにおける r緑道｣の空間の持つ意味
港北NTでは当初から他のニュータウンに比べて緑が豊かで

あることが大きな特徴としてあげられる｡ さらに農業専用

地区にも囲まれており,この生産緑地もまた都市の緑として

大きな役割を演じている0 -万ニュータウンの文教施設の

ほとんどがこの縁遠に接する ｢グリーンマトリックスシステ

ム｣の構造をとることにより車道や鉄道の硬い道にたいして

柔らかい空間ながらも人々の生活に密着した,そして港北N

Tのもう一つの骨格を形作っている｡

□2-4-D周辺地区との関係

2-4-D地区はその北側を緑道に接し,敷地内にはまた保

存緑地を持っている｡ そのさらに北側には幼稚園や小学校

及び中学校が配置され通学路の役割も担っているO また

住宅用地を挟んでさらに南側には農業専用地区が計画されて

おり,ここは大きなグリーンベルトに挟まれている｡

□2-18-D周辺地区との関係
2-18-D地区の北側の歩行者専用道路は緑道と連結されて
おり,小中学校等の教育施設及びセンター地区-と導いてく

れている｡また,同地区の東側から南側にかけて歩行者専用

道路によって林と結び付けられており,リラタンゼーション

のための空間として重要である｡

1.子供たちの楽園 2.リラクゼーション空間 3,並木道一自然に包まれて
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いるO さらに単に物を運ぶばかりでなく自動車は人や情報

に限らずあらゆる物をもたらし,英質的な郡市レウェルでの

コミュニケーションとしての役割を担っているといえようo

8-3 ｢i菖 路 ｣

｢道路｣の空間の持つ意味

現代生活において自動車はもはや無視できか ､ものとなって

港北NTにおける ｢道路｣の空間の持つ意味

港北NTの東北部には国道?I46号線と東名高速道路を控え

南西部には第三京浜道路を控えており,東京と横浜からのア

プローチの動脈となっている.､ 各々のインターチェンジよ

り港北NTの主要幹線道路に導かれ,鉄道域を挟み込むよう

にニュータウンの都市の骨格を形成している(, 鉄道ととも

に商業地区がこの鉄道と幹線道路に沿って計両され,さらに

その都市の骨格としての性格付けが補強されているD

-4-D周辺地区との関係

2-4-D地区の西側には丸子･中山･茅ヶ崎線が,また南

側には新横浜 ･元石川線が走り,この2つの幹線道路の交点

に位置しているといえよう｡ よって第三京浜道路からアプ

ローチしてきた場合,センター地区へ至る入口部分に当り,

港北NTの玄関としての顔を形成している｡

-18-D周辺地区との関係
東名高速道路,第3京浜道路の2つの幹線道路の中間地点に

位置している02-18-D地区の西側には山中･北山田線か
ら分かれた道路が接しているが,幹線道路から離れているた

め,通過交通の少ない地区となっている.

1.道路一都市の動脈 2.歩皐の分離と融合 3.安くて便利な都市交通

正一15



(3) - - - 住 宅 街 区 - 立 地 特 性 分 析

モデル地区周辺状況図 2-4-Dブロック

⑧.モデル地区周辺状況 (2-4-D)

2-4-Dブロックは､横浜市営高速

鉄道3号線 ･大熊駅に近接しており､歩

行者専用道で直接つながっている｡また

駅周辺の商業施設とも接している｡

地区北側は保存緑地があり､緑道がそ

の保存緑地に沿うかたちで通っている｡

中学校 早 運動広場小学校

_..駈*.7.ど.㌢ヨ三幸:ケ暗級l′.ーR ●ぎ,.

遥-.‥;;;;;;;;;≡;.;.:.:.439J'::Y.一ヽ一 I.孟 ●●●■

-I..～-.1･■ユキ抽 t 琉h,rgF)I _I_■t_I■一済 商業施

計画建設用地

■一叩 大熊駅 (仮) " I

速鉄道3号繰言 釈節
予 告沖 層住宅地 言 ≡ 住宅地‥宇 … 甘症場

く - .元石川線

Ⅱ-16



モデル地区周辺状況図 2-18-Dブロック

.モデル地区周辺状況 (2-18-D)
2-18-Dブロックは､ニュータウン

最西南部に位置し､JR横浜線中山駅ま

で約2h､東急田園都市線市が尾駅まで

約 4.5k皿である｡

眺望の開けた南斜面地で､周囲は一般

住宅地に計画されている｡練達ではない

が歩行者専用道が､◆近隣公薗まで延びて

いる｡
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駅叫の商店街には多くの通西伴Jにあるこの商業地区は 隣接するこの住居地区は2 幹綜jE路を横切る高架錬娼 商業地区に隣接する住宅地 駅剛U欄 J占樹には夢 〝ヽ)哩
夫木･巨駅前の商業地区と連動 -4-D地区と合わせて続 や緑道のブ リッジは,都市 区は商業地区の持つ魅力を 勤客を含めた人々の利用か
させることにより,より広 -した都市イメージの中で を移動するうえでこの地区 取り入れ,融合したゾ-ン 見込まれ,活性度の高い商
城の都市構造の中で位置付 有機的な都市空間を形成し を意味-プけるポイントとな を形成する. 圏の形成か見込まれている心

けられる○ ていくうえで重要なポイントとなっている○ る○

中学乾 山 -F. ぎ し一一で .==

-

L二.I -

小学校 .■. -
一- ー-

-
-

- 2-4-D地臣.歩
+

用地 住宅用地
IE1 i;I.:.=:横浜高速鉄道3号摸

兼併-l元石川暮L
l /｢ 〔 〔

高架鉄道は都市の骨格を形 幹線道路沿いの住居地 域 に 北に隣接する緑道は住宅地区や商業地区を結ぶばかりでなく生活空間として小中 港北NTの東側の玄関とな

成する主軸としてばかりで は多くの商業施設が立 ち並 学校の通学路や都市のリク つている大熊駅はアーバニ
なく.都市景観を形成する ぶことにより,生晴に密着 レーション空間として重要 ティの高い地域性を象徴し

幹繰退路を横切る甘力鉄道

ているq 空間が形成される｡ 住宅地とも密接に係わり合
い,自然と融合した住空間
の形成を促す｡
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■ 2-18-D周辺地区の都市構造

繰道は小中学校の通学路,センタ
ー地区へのアプローチ,そしてリ

グレーション空間として重要な役

割を持つo

2-18-D地区は一般住宅地に囲
まれている｡

歩行者専用道路に隣接する商業施

設用地は,この街の "へそ-とな

っている｡

2-18-D地区の西側に接する道
路は都市交通-の唯一一の手がかり

であ｡

幹線道路から分離したiE路は通過

交通が少なく,街に静けさを与え

る｡

沿線住宅の外観は街並の形成に大

きな影響を与える｡

▲

;I-ヽ 新車建琴用叫 賢覧 製 買p_完TLl - ∴ニ

一般住宅地

-.--.:-:::.:..-≡:;:-.:-.三周辺住宅地..:.-..-.:.-.:.._ 般住宅地

計由建設用地-. =‥二指 ･̀スヽ .1,I:. ､.I.こ..::.=.

:-p~二薬施恵.:..≧~:::.二:

.■一.▼■}.▲t=.I.1こ-

無毒J=:=十 ,..～,諺 翌.転i ヽE,/i.住宅地

苛 亀

.V5 '■=:,=_.Yirr:.I:,=;._.Y._,_y p■f…三二=--譲
一一2-18-D地区 ■ .I

:=7-{■■-I;:3滴 p済
i-～_Jユ

- ′ ++

工菜地域 一般
;-.'::請 静 端 く 7歩行者専用道路

ニュータウンに篠する市街化調整

区域には雑木林が広がり,歩行者

専用道蕗によって結び付けられて

いるo

商業 ･教育･福祉 ･文化 ･医療の

各施設は.歩行者専用道路に購わ

いをもたらしている｡

生活レベルでの商業空間は一般住

宅地の住人も含めたこの街の生活

者同士の交流を促す.

3方向に分岐するポイントにある
広場は人々の交流の場となりうる｡

整備の行き届いた歩行者専用道路

を住区に引き込むことによって,

2-18-D地区は更に周囲の環境
に溶け込む｡

都市交通の不便なこの地区におい

て皐は必要不可欠であり,住区内

における車の動線計画は重要な計

画要素であるB

ニュータウンの外部には市街化調

整区域と工業地域が広がっている.
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第 3章

モデル住宅街区の立地特性とまちづくりテーマ

① モデル住宅街区の特性とまちづくりテーマ･
イメージ

② モデル住宅街区の居住者イメージと求められ
るサービスイメージ

③ モデル住宅街区の居住者イメージとハウスイ
メージ



In 一一くD

(1)

モ デ )レ住 宅 街 区 の 特 一性 と ま ち づ く り テ ー マ ･ イ メ ー ジ

居 住 者 ニ ー ズ と 港 jヒN-T一に お け る ま ち づ く り テ ー マ

(イ).新たな時代に対応する居住ニーズとして以下の5つは港北N･T･の基本テーマとする｡ (ハ) (2)の空間領域ヒエラルキーによる5つのテーマは一方では､テーマ相互

･港北N.T.において今後展開する住宅地形成にあたっては､次の5つについて基本的 の重複 ･重合があるものとし､ひとつのテーマが独立的にある住宅地のテ

なテーマとして設定し､これらの基本テーマに留意したまちづくりを行うことを原 -マとはならないものと考える｡

剛とする｡

A.高齢化に対応した住宅地形成

B.余暇時間の増加､充実に対応し′た住宅地形成

C.国際化への急速な展開に対応し′た住宅地形成

D.高度情幸馴ヒ時代に対応した住宅地形成

E.女性の社会進出に対応し′た住宅地形成

<参考 1>

(ロ)上記5つのテーマ別.T.全体の住宅地形成の基本コンセプトとするが､それぞれ具体 (ニ).(2),(3)の認識を前提としつつ､その一方ではある街区の住宅地の特色的子

的なブイシかしな対応は以下のような空間領域のヒエラルキーがあるものと認識する｡ -マを強調し､その強調されたテーマのシンボルとなるリーディングプロジ

<参考 2> ェクトを設定し意図的な住宅地形成イメージを誘導する｡
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(2)ケース･スタディ地区のN･T･における戦略的位置づけとテーマ性

･2-4-D､2-18-Dブロックの2つのケース･スタディ地区は､今後港北N.T.が供給する多様な住宅地の先行的に形成きれる住宅地である｡

･そのため港北N.T.全体のイメージを早期に定着させるための現在必要とされているわかりやすいイメージの提示とその具体化が必要とされている｡

･たとえばN.T.の市街化の熟成化促進のため､N.T.全休で充実する方策のひとつとして住宅地形成においても ●̀当面"いかに "孟主､アーバニチイ"をイメージさせるか

重要なテーマである｡

E]先行的に形成きれる住宅地区である

回 立地射牛が大きく異なる住宅地区である

(イ)N.T.全体の住宅地イメージを先行的に定着させたい
｣→ (わかりやすいイメージの提示とその具現化)

(n)住宅地そのものがN.T.全体の熟成化をほかる上での核的
プロジェクトと位置づけたい

()1)N.T.の住宅地の見直し (?)をはかる契機となるべきプ
ロジエクトとしたい

(彰 一̀高いア-ハ二ディ"の演出

⑥ aに対となるような都市居住を前提とし
つつも "ゆったり" ■̀おちつきMをイメ
ージする住宅地への誘導
｣-<余暇対応のイメ-ゾ>

[:-'1.;Ii-.L..S.;;::i:';1:::'･+i..芸 ∴:･:∴ ∴ く:T
ル的核施設の串人ケ-ト性の演出
シンボル性の強調
イメージ･テーマを代表する施設の
#^
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新たな住宅地形成にあたっての …まちづくり"の戦略的シナリオ

･前述の重点的な施策のひとつである -̀複合的コミュニティをもつ層住環境､層住空間の創造"をはかるため多様な住宅地の提供が必要とされるが､そのため将来の居住

ニーズに対応した ｢5つのテーマ｣に充分留意しっついくつかの視点をもった "まちつくり戟時論''が必要とされる｡

･ここで言う hまちつくり戦略論〃とは新たな居住者ニーズに対応する ●●多様な居住地の提供"を行いながら実体としての港北N.T.がイメ-シきれる "まち-住宅地"の

定着化をはかりながら､ひとつひとつ具現化をはかっていくための手順と方法を意図するものである｡

･このような 1̀主宅地形成まちづくり"の戦略的シナリオの一端を示せば次のような点があげられる｡

(戦時的シナリオはこれ以外にもまた別の視点によるストーリー化も当然あるものと考えられる)

[司 N.T.全体のイメージを喚起させる包括的テーマの設定
･5つの居住ニーズを前提としながらN.T.全体のイメ-シを
特色づける (他N.T.との)テーマ性の設定 《N.T.全体の包括的テーマ》

B]～.T.全体イメ-ソの包括的テーマ (上記A)の一方､
個性ある住宅地形成の各住区のテーマ･イメ-シの設定 《住宅地の個別テーマ》

Ej .～.T.全体のイメージテーマを先導的に定着させるため多様
な住宅地イメ-シのうち､先行的に定着させる緊急性の高
いテーマの設定

国 包 ,固 ,E]の定着化をはかるため具体の地区における
先導的モデルプロジェクトとしての位置づけによる実施

- ～→ 例 え ば "カルチャー"皮 I-ア一八ニチイ''& "グリーソ'

- - 例え ば (反語的テーマ設定 )
<ア-ハニチイとサハーフス>
<アクティヒティとスタティック >
<インターナショナルとローカリティ>
<ニューライフとオールドライブ>

- - 例えば多様な住宅地形成イメ-シのうち
'̀ァ一八ニチイ"ィメ-ヅ定着化一一"多様 な 都市型居住地の設定''

J
例え ば "都心型都市居住''
●一郊外型都市居住"

- 例えば2-4-Dブロック､2-18-Dブロックのモデル拠点
としての位置づけ
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iT

(4).立地特性とテ-マ･イメ-ジ

･前述の- ス･スタディ地区の戦略的位置つけを前提に2地区の立地特性をふまえ (2-4-Dブロックについては[垂 二∃ E での整理をふまえ,それぞれの

住宅地の演出テーマ･イメージを示す｡

《立 地 特 性 》

【2-4-Dフロック】

tN.T.東側のエントランス
(地下杖 第3京浜 幹線道搾)

■駅に近接

■商業地に隣接

■鉄道高架物と隣接

f歩行動線のルート化

I憐接地区のプロジェクト化

【2-18-Dフロック】

+N.T.西側のエントランス

J駅より2km

t同辺が住宅地 (一部商業と隣接)

IN.T.の南端部

■市街化調整区域に近接

《立地特性からくる住宅地演出》

--<ゲート性､シンボル性の演出 >

･<にぎわいの演出 >

)<種々の機能の集横 >

<遮蔽物としての住棟 >

<佳区内のフリーウエー.オープンスペースの設置>

--<ゲート系の演出 >

･<駅よりゆっくり楽しみながらの歩き >

･<良質 .良好な住環境の誘導 >

ヲ< >

《テーマ･イメ-シ ･ランダム》

･シンJii)し
･ケ-ト
･オープン
･アクティヒティ
･アーバニティ
･インターナショナル
･ニューライフ

･いきいき
･きびきび

･アーバン.リゾート
･サバーブス
･ローカリティ
･トラディショナル

･ゆったり
･ゆっくり
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(5) 2地区のイメージ･テーマの設定

(1).(2)の展開をふまえ､2地区についてのイメージ･テーマを設定するとともに以下のように整理される｡

2-4-Dブロック

2-18-Dブbツク

`̀グリーソ'を強調

■.. 国際村外国人用社宅

■アクティブな都市活動を支え N.T.外資系企業就業者住宅ハイテク住宅

I都市型 (7.-IL.lリソー川ウシンづ ) ･中低層集合住宅地
住宅のモデル的建設

■余暇痛動を象徴的に支える

〇〇〇〇〇タウン〇〇〇〇〇タウン

剰 ヒN.T.は､公塩を始め､広域 ･集合

迎勤鳩 ･校庭 ･集合住宅地内の緑地等の

オープンスペースー文化財保存緑地 .神
社･仏的 ･屋敷林 ･樹林埠など､地域の
歴史を保つ紫虫な様の東海を､歩行者卑

用ig賂及び緑道で結びつけながら体系化

(グリーンマトリックスシステム)し､

限られた空間の中で最大限L,クリエ-シ

,ン活動ができるように計南されている.

緑掛 ま､列-ン州 7クスの骨格となるもの

で､地域の特色である谷と粟粒を活かし

flから､各社のオーブンスJトスを有規約に結ん

でみどりのわけづを作り出すことを目的

としている.捻延長は約14.Shにも及び､

掠逆の幅は10-40m斜面掻地等の部分も
入れると操の幅が100r一以上になるところ

もある.
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巨 三 重 】 モ うど)レ住 宅 街 区 の 居 住 者 イ メ - ジ と 求 め ら れ る サ - ヒ二Lニス イ メ - ジ

≪港北N.T.居住者イメージ≫

港北N.T.居住者予備群は多様であると予測されるが､この街に期待

するものは共通しているO当N.T.の豊かな自然､田園都市線沿線と

いう高級(?)イメージ､住都公団による大規模開発によせる安心感､
そしてこの街の将来性 (資産価値,都市集環､自然保存整備等)-の
期待感である｡

それらを求め住替えてくる家族も又多様であるが,主流になると思わ

れる,3つの特徴的なグループについて,以下に記すD

Aグループ:経済的に余裕のある新しい中流帽穀

(新山の手族､ニューリブチ階層と呼ぶ)

Bグループ:子育ての環境づくりに留意するグループ

(子育てを通し自分も成長して行くという理念をマr･)げ と呼ぶ)

Cグループ:時代の先端をいくビジネスカップル

(DINKS､DIWKS●と呼ぶ)
-DoubleIncomeNoKidsと DoublelnconleWithKidsの鴫

これら以外にも､中間的なグループ､これらが組合わさったグループ､

複合家族､2世帯家族,単身者 等がある｡

Aグループの主婦像としては,マイハウスミセス･マイフレンドミセ

ス,Bグループの主婦像としては,マイホームミセス､Bグループの

主婦像としては､マイセルフミセス･マイライフミセスが想定される｡

(各ミセスのイメージは次ページの表参照)現実にはーこれらの主婦

像が複合した形であらわれることに留意したい｡

≪予測される居住ニーズ≫

2-18-D,2-4-D という2ブロックの特性を勘案して､居住者イ
メージより居住ニーズを整理した｡

A･Bグループは"ゆとり"志向の郊外型 (2-18-D対応)､Cグループ
は"高感度"志向の都市型 (2-4-D対応)と大別できる｡
その特徴を右に掲げる｡

≪求められるサービス≫

サービスメニューは､フロントサービス､施設サービス,システムサー

ビスに大別されるO (詳細は ページ参照)

"ゆとり"を志向する郊外型､"高感度"を志向する都市型ともに共通し

て求められるサービスは,日常生活対応サービス(フロントトヒ…ス､コ…ミ収集

サービス)である｡ その運営方式は､有人か無人化をはかるかで異な

るが､メニューとしてははぼ同一である.郊外型(2-18-D対応)は有人
でホスピタリティのたかいサービス､都市型(2-14-D対応)は,無人化
をはかった､クールで高度なサービスが求められるd (下図参照)

2着間で差異がでるのはー余暇生活対応サービスと都市生活対応サー
ビスである｡郊外型は前者のサービス (例えば7ウトト~ァ畑●-ツやカルチトに
関わる施設サービス)'.都市型は後者のサービス(イントてスホ〇一ツ､スタデ'ィ

に関わる施設サービスや衣替えサービス)が求められる｡フードサー

ビスは両者に求められるシステムサービスであるが､献立の内容やサ

-ビスの形態が多少異

なる｡なお､サービス

の内容の違いにより､

施設配置も異なってく

る｡ 以上の

詳細は ページ参照｡

余暇生活対応サービス

(有人による)

†
日常生活対応サービス

↓
(無人化をはかる)

都市生活対応サービス

2-18-D 一 一 2-4-D

■時間.空間とも"ゆとり"ある郊外型生活志向 ■刺激的で文化的な"高感度"生活を志向

日々の日常的な生活を大事にしたい 都会の利便性を享受したい

家族のふれあいを大切にしたい 24時間アクティブに暮らしたい
地域での交流をはかりたい 個人を尊重した家庭生活をおくりたい

自然を満喫し,健康的に暮らしたい フ●ライへ~-トな友人達との交際を大事にしたい
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d 居 住 者 イ メ - ジ と サ - ヒデス イ メ - ジ

居住者イメージ (何を求めて住み替えてくるか) 家 族 例 主 婦 例 サービスコンセプトイメージ

奴の豊かさに魅力を感じる暦

一 自然享受 ･リゾート感覚

田園都市線渦線に魅力を感じる周

一 多摩プラザ周辺 ･金妻イメージ

当 N.T_の将来性に魅力を感じる暦

一 自然保存整備

当 N.T.の現居住者･旧居住者

- グレードアップ (広さ､設備 等)

当 N.T.のもつ賀意価値に魅力を感じる層

一 袈産運用･投機目的

当 N.T.の将来性に魅力を感じる層
- 都市集積

大塊模開発に魅力を感じる層

一 整備された住宅地環境

当 N.T.の立地に魅力を感じる層
一 進出企業家族や通勤圏家族

アヘ"レイ'階層

2世帯家族

共助き家族

(DIWKS)
(DINKS)
1

2 単 身 者
I(SINGLS)
4

;

D 複 合 豪 族

マイハウスミセス

プロ意我の強い主婦｡炊事､洗濯､掃除はいず

れもパーフェクトにこなし､家の中を清衆で快
適な場所にすることに努力している｡

マイホームミセス

子育て優先で､家族と共に過ごす時間を大切に

する子供を通じてコミュニティに参加している

マイパートミセス

家庭を大事にしながら社会参加し､収入を得た

いと思っている｡地域に根ざした生活｡

マイフレンドミセス

家庭も大事だが､付き合いを大切にしている｡

カルチャーに､スポーツにと外出が多い｡

マイセルフミセス

精神的にも経済的にも自立している｡時間を

有効に使い､家事は合理的に家族や友人とは

質の高い交淡を求める｡家事をサポートする

横井や,外部サービスをも積極的に活用する｡

マイライフミセス

仕事を通して自己実現をしている｡

仕事や自分自身の勉強にウェイトをおき､その

時間を創り出すためには､家事の役割分担や外

部サービスを積極的に活用する｡

は=< Iま ､ タ イ ク ツ す る こ と カS

t,ヽ ち I:fん の 苦 手 で す ○

節会的であると同時にリソートのようでもある､というのかこのマンシ

ョンの基本コンセプトのひとつです｡カリフォルニアモダンリソート杏

ィメージしてつくられ1:プールや､梢 的帥 lZが楽しめるレiトラン
それにAVtk韓をそろえた音Vスタジオまであるので､休日の過ごし方に

も格が出てくるでLJ:うね｡羽を伸はすときは､きっぱりと羽を伸ばJfo

ここは､そういう気持ちが生まれてくる生.活の叫所｡24時間フロントが

恥､ていて､コンサートチケットの手配などもオーケーだし､留守中に
届く宅配便やメッセージもしっかりと精が は す｡

lきlj}8こ で き な t,､ こ と Iま →
･て こ′ シ ･ヨ ン に や っ て も ら う わ -

働く女性にとって､1=しかに葉書は大きなハンディキャップのひとつで

しょう｡そこで煩雑なルーティーンワークを少しでもお手伝いしようと､

このマンションは考えました024時rLq7ロントが附し､ていて･いつでも
クリーニングが出せるし､食材や惣菜の注文もできるし､必要とあらは

ハウスクリーニングの注文にも応じます｡こういうライフサービスがあ

ると.暮らしに見えない余裕が生まれてきますね｡仕事のためはかりで

はなく､暮らしそのものをゆったりと楽しt:ために､利用できるものは

とんとん利用してくださいn

班-7



I サ - ヒデス メ = ユ - 1rツ プ

フ ロ ン ト サ - ヒrス 2-18-Dト 一2-4-D
I-

セ レ リ ーヒス ○･メッセージ

･鍵頑かり ○ (⊃
･共用施設の予約 0 ○
･コピー､フアツスの代行 0 0
･郵便ポスト 0 0

･情報ボードの管理 0 ○

-ヒス 0 コンヒ一二lンス･宅配便

･D.P.Eー ○ 1ト7が代行
･チケット予約 ○

･クリーニング ○ 情掩ホ-ドを介して本^が直接

･電気畏品等の修理 ○

･住声メンテナンス 0
･ハウスクリ-ニング ○

･引#t, (⊃

･車の棒理､点検 ○
･人材派遣(トムJLÂ'-､̂-ヒ~-シフト等) 0

留守宅管理サービス

0○ 留守番
･不在時の寵連晶受取(契約によるもの)

食料品.日用徒貨.クリーニング受渡.春着 等 ポスト

･不在時の配達品受取(不意のもの)

郵便小包.書留.速達.宅配便.TIJパ-ト フロントからFAX･訪問者からのメッセージ ○
･電気.ガス等の点検.工事立会い 0 ○
･中.長期留守宅の管理 0 (⊃

通風.清浄.戸締り.郵便物転送 等

_/ ノレ 一一ヒス カー-ラーンt,ト 大型掃臨機使用額度の高い軌は.Jufl品として常時スト

ツクする.その他の物は､ レンタルサービス 畑●-I)用品 ふとん乾燥機

会社と提携 自転車へ~ヒ-一五一ふとんヒ~テ~拍Jラ 等 ミシン台車工具観葉格物 等

ソヨツ ーヒス 0 自動瀬完後不意の時に必要な日用品をフロントでストツ

クする.

○印は､有人サービス

施 殻 サ - tf ス

ノ 0･カルチャールーム(和皇仕様:着付け一茶道.華道教皇 等)

･カルチャールーム(浮立仕様:7-トブラ7-.A-7一.シナ1),枚宝 等) ○ 0･昔書ルーム (7n'.ミキト.ク~ラント~t'7)等を備えた ○○
防音室で,音楽教皇ミニコンサート等に利用する)
･コミュニケーションルーム (会iBや集会等に利用する)
ープレイルーム 0 0

仔 供達の屋内遊び葛として故地.母軌達のコミl=トシヨン

の屯ともなる.託児システムを備えるヒよ')有効) 0〇〇 〇〇〇〇

･ランド[}-ルーム (藁巷用(大型.耳遠)

24時間件礼 洗荘乱 乾垣乱 ト~ラLgI)-卜を装伶)
･トランクルーム

(71tr7用品.季節外用品の収抑 こ利用)
･オーディオビジュアル (AV)ルーム

(∧イt-シーヨンTVをはじめAV母君を鼓指)
･スタディールーム (M 'P.∧●yコン.FAX,コヒ●一等
･ゲストルーム (宿泊用) 0
･ロビー.ラウンジ (典茶コーナー) 0
･公兼電蓄 ○
･共用 トイレ 0 ○
･トレーニングルーム マシーントレーニング申.i.) 0
･プール ○

ア 0

･プール

･テニスコート 0
･ゴルフ拭智者 0
･ジョギングコース 0
･農Eg (野菜札 ハープ畑) ○
･クアハウス ○
･外来着用パ-キング 0
･洗車.整備スペース ○

シ ス テ ム サ - t=-ス

･衣曹えサービス 0シーズンオフの衣類をまとめてクリーニング業者に託

し､そのまま共用のトランクルームに保管する.めん

どうな衣替え.gI)-ニック~.温醍皮管理をすべて代行する 0 O,･フードサービス
カフェテリアスタイルの食堂で､副食の種類が豊富に :朝食契約

あり.噂好.栄善一かl)一面で組合せ自由. ≡夕食契約
ケイタリングサービスも行う. :が可能

･ゴミ収集サ-ビス 0 ○
各住人が指定葛所に取出.係員が共用の収集所-運び

班-8



∪

2-18-D ○ 特長

コミュニティ施設型 住区内のシンボル施設住襟 ソフトからハー ドまで各サービスを1つの共用

○ 施設にまとめたタイプで利用と管理の一体化が図れる.

∫ 有人によるホスピタリティの高いサービスと余

○←⑳く〕施設 暇時間を有効に過ごすサービスと葛を提供○

サービス 住 区 住 棟 住 戸

口 フロン トサービス･セタレ>1)-サーとIス 加けトルーム昔守ルーム7●レイルームラント~1)-ルーム屋外フ◆-ルシーヨrンクIコーステニス.コールフ農園外来用八㌧キンクー洗 車 ス̂ '-スコミユニテ)施設内のカフェテリアの利用 公衆ラーンワ共用トル各自それぞれの階のコ-ミ置葛-搬出う係員が収集所まで運び出す メ7トシ∴ 預かり

･取次ー卜ヒース 物がある葛合は

･レン如卜t:l f 各住戸内のメワト

-セソール川崎京町ハイライズの例-

-lJーEl亡｢-Ll二T｢盲~i~｢ i

謂 7 T~モチて こ .

七 二 ,盈 一二二一二,,i,.妻藍じ三三三五/ふ L .J il=_:饗 二七
七ノ-ル7リ-ナし完成子守団)

汀fL曽1,T'i施設として､文化･.PLfJ施設として,サーヒ
ス施..lLとして セノール七/クーは､タウンl人】′こけ

しバーナへ-=しっソ)々tI,IL･と11.しさとTth利さを1,l上f共しま-lo
(エマネージメントル-ム)

コミュニテ1ライフ､ウL..臨,与†;｡てfJコ_絹のIui.上lki

i'芸:V)LllI)t災中思い に/ステムで､タウンZJ.Ju)/5''L>T;

11LZをiJT+います｡

(雷宅配ロッカーステーション)

ィ､b･_l畔で!/t鮎(LiLを三川lUlます;

(雷セソールスタジオ)

cIT＼ミニよる臼上蘇ilLi･訓f†したり､itrl')･比El"lJ

CATVと));綻1ることもE,(TJEです,
(㊧インテリジェントルーム)

パソコン77ク/ミリ.ワーフロ.コヒ一様Jことを川･.i

して､仲り＼レ-ルでのOJlをrJ_ZLlLます｡

(魯唇涼風の間･清風の間)

本別 ′)/川 本庭陸Jを目の前::し/∴10,㍍と81.■との和

室JHl花やお菜の催し;二1Ll'(,塵です｡

(2セソールライブラリー)

i,LL.t搾 りLAL'flを6Lg JJJIHlの｡;i.1け -プルを1

が1-rrn1-日ました｡

(魯フレンドギャラリー)

Tトリエとして,趣叫､の毒虫LhLや lエ74とL:(.iLT_ますD

(魯ミューズルーム)

かけヤー.-L'Ljltやさまさま,二丈 化.柑 11:仰 いできますC
(⑩洗車スペース)

ハンドノヤT7-1七･l鳩 /{"lL:7r''人Ll)7,マイカーV)従
車･lr･HTt.二三 i-｡

I --.A -I- ∫.J-- ｢- . /-3; - - -- 淡 ク-

掛 一.- =… 三' ＼ー-≡ ,鼻 ′ ll

1【汚i 削一.-1 {=コ F ui. /使 者 .:. で鶴 .叫 グ i驚 義 義 ;:冒.>-_:琴 寧 塾 ー…,室

= 1., ,ゝ 7､ -.L. .-､. ---4 -- 凍 ー p- - 串 〔L



2-4-D ○ 特長

メインエントランス型 複数の住棟をコリドール等で結び､エントラン

/′一 ､＼住棟 スを共用することによって､ロビー周辺に施設

外出時､婦宅時に日常的用件を,合理的に処理,

日常生活をバックアップするために無人による

合理化を囲った高度なサービスを提供.

サービス 住 区 住 楳 住 戸

□ フロントサービス･tQL'タt)-トヒース ∧~7ク777●としての メインエントランスの共用 電話回線利用の

･取次トヒース コツと-ニエンススト7.レン如 pと一一に7lIントを設け 卜ビス合理化

･レン州トヒ-1 シヨ〃●等の商業施 24時間対応Tlヒ--にロ7カー設置 ･各住戸にFAX等

･51377lトと~ス･留守宅管理トと~入口 ロッカーサービス･不在時荷物受取 殻AVルームスケTJA-AケーストルームトL'-二ンクールー▲屋内7一一ルカ7エテリア 標準装備各住戸勝手口まわ･クl)-こンク~巡回トヒ~ス□ 施設サービスロ システムサービス･衣菅卜と1 (留守番ホ■朴)↑ロヒ~うサンシ~公衆ラー"､トル7lレルームラット-I)-ルームトランクルーム以上_7Bント隣接Bt-I-に隣接 したトランル-A りに食品､惣菜の宅配用ロ丁か設置コン̂'クトなキつチン･7-frトヒ~ス ロと~-ラタンシ~(喫茶

｣ ⊥

-ベルクレエ百合ケ丘の例-

+Lきてざ モミt ●Ill･-1=i~_-iJFPT三

Ⅲ-10
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丁
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L-｣

モ デ )レ住 宅 街 区 の 居 住 者 イ メ - ジ と ノヽ ウ ス イ メ ー ジ

コ ン セ プ ト"住都公団21pjより" 居住者イメージ ハウスイメージ全体として

2I18ID↑↓2 A NevRich階層の中流意識を支え実現させる"ふれあい住宅""悠々住宅" 新 山の手族夫:自由業 (ヰo代)妻:専業主婦をエンシ…コイチ:私立小.中生 "ゆとり"の追求･充分な広さ(～150m2)･眺望の獲得･接客空間の段指別整備と充実･日常空間(K,D,水廻り)の充実 二== = ⊃＼ _

B 子育てを優先する家族のための"ふれあい住宅"."悠々住宅" マザーリングカップル夫:会社員 (30代)秦:専業主婦 家庭内コミユニ卜シヨン.久へ●-スの重視･広いハブリックスペース･子供が回避できる空間･可変性の確保 ! {つ一二=モ≦ ー

チ:乳幼児 ＼' 04 酢 僻

C カルチュアライフ志向派の生活を支える"と.か.い.て.き住宅""きのまま住宅" DⅠWKS夫:TVテlL'クト(ヰo代)妻:フリーライター子:中高生 合理性と余裕性のバランス･コンパクトで合理的な日常空間･洗練された余裕空間(社交,I)ラクセll一泊ン)の創出･収納計画の吟味 J鮎 1.1忘 も L竺 _ - 三.5 仔

≡季矧 ∫男 .-『E,′撃-7.LJJ,...A.-LE ㌧ _

′C 時代の先端をいくtl'シ" DⅠNKS夫:コンt:●ユータ技師(30代) 合理性の追求･コンパクトで合理的な家事空間･プライベート空間の開発 l RL皇慧票 ≡ 慧 -負- 念 書 .響一
柑かけルの生活を支x_る I.i.臓 ..t...;. .i.p. I＼ u

皿-ll



新 山_Iの 手 ■ マイハウス ミセス

プロ意識の強い主婦｡炊事､洗濯､掃除はいず

れもパーフェク トにこなし､家の中を清潔で快

適な場所にすることに努力している｡

それぞれ､プロ級の道具や設備機器を持ち､イ

ンテ リアから小物に至るまで､趣味が競-され､

ハウスキーピング-の誇 りを持っている｡

居間と食堂を雁行させ､食堂は家族の日常のEZ]らんのJ長所として､

居閑は､続きの和室と共に､家族の憩いのJJ所としてTc'けではなく

友人.知人等の‡&客の場所ともなる.

造 り付けのベンチで怖単な7月客

主*コーナー
手紙やPTA開帳の書畑生理
家計練の妃機､杜氏の切抜き
等El常生活の煩雑な用件を処
理したり､淡紺やアイDンか
けができる場所. 家事室と
玄附との仕切りにはガラスを
入れ､家族の出入りを穂はで
きる.勝手口の噸納Tlu呪注
された､米･酒や異い狂さの
食品､缶詰等を収納する.

･29M一 徹

■ 平面構成が生むゆとり

1.眺望

雁行 した平面構成により得 られる窓か らの変化

に富んだ眺望を楽 しむ｡

2.リビングのア レンジ

家族のライフスタイルに合わせてー リビングを

青首,OAルーム,AVルーム､ホビールーム

と多様な展開に対応する｡

3.玄関 ･勝手口まわ りの充実

玄関での気軽な接客.(証券会社,銀行,保険等)

独立 したアルコーブタイプの玄臥

スポーツ用品､子供用品､季節用品を収納する

スペースの確保｡

4.ホームパーティー
多数の来客に対応する玄関ホールには化粧室と

クローク｡

バルコニーでのアウ トドアリビング｡

5.主婦コーナー
主婦に"私の居場所"を確保｡

身の回りの物(外出用小物 等)､家庭管理に関

わる物(家計簿､PTA事務､財産管理 等)､ さらに

は家事に関わる物(71tlン掛け､繕いもの 等)の収

納場所と作業場所となる｡

Ⅲ-12



暇手口

食1_1品や日常用品q)収納.

子供が外で砂遊びをしたり､

泥で汚れて帰ってきたときに

手足や枚などを洗える涜 Lを

つける.

子供の成長に合わせて､紺屋

も変化していけるようなオー

プンプラン. リビングの-iiJ

を牧肋でr'l仕切った子供墓と

それに続 くプレイルームは､

キッチンにいる母親から帯に

子供の様子がわかり､子供に

とっても安心.

･09㌔包

マ ザ リ ン グ カ ッ プ ノレ

■ マイホームミセス

子育て優先で､家族と共に過ごす時間を大切にする｡

子供を通じてコミュニティに参加し,誕生祝いや家

族ぐるみの交際として気軽なパーティを開くことも

ある｡

JL オープンプランニング

1.見通しのよいキッチン

オープンキッチンでの子供とのふれあいはもとより､

炊事をしながらプレイルーム､ リビングダイニング,

バルコニーを見渡せーしかも明るく快適な葛所｡

2.2wayサークル

ユ~ティリティ､台所, リビングダイニング､プレ

イルーム･サニタリーは2wayとし.家事､育児

の動線をオーバーラップさせながら､ リンクする｡

3･独立性の高い､アルコイ タげ の玄関と勝手口.

玄関には充分な物入れスペース○勝手口にはゴミ置

き場,配達された米･酒､惣菜､新聞･雑誌等の廃

品を収納するスペース｡(時には留守時の集配場所と
しても利札)

4･子供の成長にあわせたスペース展開

子供が小さいときはー リビングと一体化したスペー

ス｡年削 こ応じて､ローパーティション､収納壁､

間仕切り壁などで･独立した個室として整えていく｡



Ij I W K S

▲ マイセルフミセス

精神的にも経済的にも自立している｡時間を

有効に使い､家事は合理的に家族や友人とは

質の高い交流を求める｡家事をサポートする

機器や､外部サービスをも積極的に活用する｡

.｣

家族がそれぞれのスケジュールで活動 しているウイークデイは.食事

をともにするダイニングテーブルでのコミュニケーション.

友人を招いてパーティーを剛 ､たり､ ビデオやオーディオ鑑東､玩ir､

投を指いたり､ アー トフラワーを作る等家族一人一人が趣味a)時間を

過ごしながら家族内のコミュニケ-シヨンを図る場所

( 立体的空間構成 (最上階のけ1ゎトタ17')

1.ウI-タデイスへ●-ス&サトクエント…スヘ●-ス
生活時間の異なる家族が､各人の生活スペー

スで活動するウイークデイは､誰にとっても

使いやすく､合理的にまとまっているウイー

クデイスペース｡

家族でのんびり過ごしたり､趣味に興じたり､

友人を招いてパーティを開くなど,生活をエ

ンジョイするウイークエンドスペース｡

2.ルーフテラスによる一体感
南側前面に広がるルーフテラスは､ガーデン

パーティや､日光浴ー植物栽培など､豊かな

アウトドアライフを演出できる｡

しかも2層構成のため､下曙のバルコニーと
視覚的に結合｡

3.サこ11)-､ユーティ])テJ､わ チンのコン̂ 'クトな関連性
出勤時､帰宅時に洗面一更衣一炊事のスムー

スな動線の流れ｡

炊事_洗濯､アイロン掛け,掃除など､いく

つかの家事を同時に行う rながら家事｣に対

応したスペース｡

4.勝手口
米､酒,食料品等の配達は直接勝手口から｡ビ

ール等はここに収納｡生ゴミ､重力ン､空ビン

.古新聞の一時置場にも8

5.ワークステーション

大型冷凍冷蔵庫､食器洗い機､乾燥機､電子

レンジなど､家事を効率的にサポートする機

幕を配置することも考慮｡



T
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劇

二つのコーナーは背丈程の本棚で仕切り､プライJl-シーを守りながら
お互いの交流をB)れるようにする｡

仕事をするだけではなく

冷 血 qbc5 玄 関

曹斎コーナ-･ 主舶 6>出品 洗袴

イ台所ンク

囚o挑言

i 裕喜
タリビング[== ]

○oO

訳書や勉強など自分の時間を過ごす場所.

D 工 N K S

■ マイライフミセス

仕事を通して自己実現をしている｡

仕事や自分自身の勉強にウェイトをおき､その時間

を創り出すためには,家事の役割分担や外部サービ

スを積極的に活用する｡

■ コンパクトで快適な空間構成

1.プライバシー重視

夫と妻それぞれが書斎スペースを持ち､寝室は共有
とする｡

2.作業スペースのつながり

炊事･洗濯･浴童の掃除など､毎日の仕事を手際よく

短時間にこなすために_浴室･洗面･ユーティリティ

･台所のつながりを重視｡

3.玄関と勝手口の融合
玄関脇の収納は,外からも中からも使える｡

生ゴミ､坐ビン､古新聞､ヒ"-ルトスなどの置き葛と
して機能する.

鍵は一つで､玄関としても､勝手口としても使える
合理的な設計｡

El-15
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第 4 章

モデル住宅街区のまちづくり目標とイメージ展開

[…=148=B享呂::芸]
① モデル住宅街区のテーマイメージとまちづくりコンセプトの設定

② まちづくりコンセプトの展開と演出シナリオ

⑧ まちづくりコンセプトと住宅街区のしっらえ



巨≡ 亘 ] モ デ }レ住 宅 街 区 の テ - - イ メ ー ジ と ま ち づ く り コ ン セ フ-ト の 設 定

<2-4-0プロIyク>

皿 まちづくりイメージとコンセプト設定

｢嘉妄品蒜言妄言二&l-kl

□港北N.T.の棄 (横浜)棚の玄関として顔となる地区に位置し､捲
北N.T.全体の中で都市拠点の一角を構成する

□選択の自由度や利便性が高く､都市生活をェンジョイできる住堤
境

凪 居住地イメージ

ロ大熊駅 (仮称)及びその周辺に計画された商業地区に隣接してお
り､その賑わいを取り込んだ住宅地区の形成

□大熊駅と隣接する街区をつなぐ､ゆったりとした歩行空間をもつ
都市居住空間の確保

口都市的な社会生活や社会的利便性を反映させながらも､自然を大
胆に取り入れた新しい都市生活の演出

口 (ATV､FAX､光ファイバー､衛星通信等を活用することに
よって横浜､東京ばかりでなく世界に直結した情幸即ヒ都市

□余暇時間の増大にともなうホビー､スポーツ､カルチャーに対す
る要求に応えた屋内型共用施設とソフトの充実

□賑わいのある都市型居住地の展開

･眺望のきく高層住宅

･広い都市公薗に面したテラス型住居

･様々なイベントに応える都市型広場

迅 居住者イメ-ジ

十 ･･････.H･･ J:∴､･!) ･･.･.,/い = ･廿 い - _i

□都会の利便性を享受したい

□24時間アクティブに妻らしたい

ロ個人を尊重した豪産生活をおくりたい

□仕事の後はトレーニングルームで一汗流したい

居住者イメージ (何を求めて住み着えてくるか) : 棄 族 例

漁の丘かさに魅力を感じる周
一自然享受･リゾート感先

tq塩古市&治投に楚カをESじる庸

一 多JFプラザ周辺 ･金車イメージ

当 N.T.の将来掛 こJt力を珪じる片

一 自伝保存立付

｢ ~

Ⅰ当IT宗 讐 禁 写誓 .政府 等,

I当 H.,,のもつ架甜 批 朗 を削 る層

l 一 崇細 用･約 日的

I当 … .｡将来性に魅力を削 る掃

I - 獅 敷摸

し奴脚 雛 兵力を凱 る層

一 並偏された住宅地句境

l当 日 .の立地に兵力を岳じる局
l一 連出金案哀族や舶 fR幸辰
｣ -...___- -- -

‡
･- ･阜l

I

悠 丁言霊誓,I

↓ D̀I"XS}I
2 単 身 者 f
i (sINGLS'I
h X合 音族!

_ 一■1- - --.■･一ト- - -
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<2-18-Dフロック>

m まちづくりイメージとコンセプト設定

｢示 音 妄蒜 蒜 [-{&コ
□港北N.T.の西南端に位置し､中山駅方向よりのエントランスとし
ての地域の拠点的位置づけ

□周辺の戸建て住宅地と調和し､ゆったりとした住区ー多様なオー
プンスペ ⊥ス豊かな緑をもつ住環境

同 居住地イメージ

ロN.T.に隣接する市街化調キ区域の自然景観を眺望する住宅地区の
形成

ロゆったりとした繭斜面の街並み景観をもつ住宅地の形成

F]ゆとりの感じられる宅地､住宅､ス,ボーッ､趣味､学習等の自主
活動､自由時間の活用が展開出来るようなゆとりあるスペースの
確保

口非日常性の生活演出をはかる多様なオープンスペースの確保

□きめ細かな身近な自然と共存する生活

□幹線道路のゲート性演出をもつ街並み景観

⊂]隣接するサブセンター地区やペデとの都市的雰囲気の噴出

口ゆったりとした都市型居住地の展開

例えば 仁 ,:･三言発 鮎 .斜面住宅
･戸建てイメージ低層集合住宅

t･共有空間付き居住 等

3]屑住者イメ-ジ

l･L:Li.lT･.".･二:い･･∴･:･i････いr･.･･L川-･- .l
口日々の日常的な生活を大事にしたい

口家族のふれあいを大事にしたい

口地域での交流をはかりたい

口自然を満喫し､健康的に著らしたい

｢]リゾート気分でアウトドアスポーツを禁しみたい

居住者イメージ (何を求めて住み骨えてくるか) : 家 族 内

忘蒜 蒜 EJi;㌫ 蒜 ~ I ~

L 一 自伝草堂 ･リゾート感覚

1
bEg古市&泊掛 =兵力を珪じる席

I - 多Jfプラザ周辺 ･金妻イメージ

≡

1当IT芸 認 諾 力を削 る用

I

当 N,T.の現居住者.田居住者
I - グレードア･Jプ (広さ.汝俺 等)

当 N.7.のもつ東亜書収に姫力を感じる庸
一 菜虎jE用･改札日的

当 N.T.の舟兼任に姓力をさじる片

- 古市#横

大枚段如発に幾力を感じる席

- 載指された住宅地句境

当 N.T.の立JbにJt力をさじる清
一 進出企業幸鼓や逮BfFl豪族

｢~
~
-

-I
t

-

1

]
:2世帯家族

･r 共助幸手&
;(DIWKS)

(DINKS)
1

2 的 身 者

l(SINGLS)
4

l

D 複 合 音 鼓
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ラン ドスケープを構成する街並み

各種イベントや祭りで賑わう広場 l

周辺住宅地と駅を中心とした商業地区とを結ぶ

解放型の住宅地形成

都市的な賑わいを持つ住空間

住空間に隣接した余暇施設

社会速度･,l合わせた景観構造の程案 都市拠点のシンボル となるような建築

週末のアウトドアライフの

演出をもくろみた緑空間

緑溢れるオープンスべ-ス

戸建て並みの広さと
屈伴性を瀬ね備えた住空間

都市的広場
を演出する彫刻

テラスや′くルコンによる

立体的な緑空間
の演出

完全なHA設備とOA化
による在宅勤務の可能性

働く女性にも安心して
住めるセキュ リティ
システムの提隻

家庭菜園やバーベキューもできる

専用庭

Ⅳ-3



lV M く喜:) ま ち づ く り 二王 ン セ フ○ト の 展 開 と 演 出 シ ナ リ オ

<2-4-Dプロ.yク>

コ ンセプ ト

都

会

的

賑

わ

い

を

も

っ

た

住

環

境

コンセプトのイメージ展開

□ 多様なライフスタイルに対応した住空間の構成 ･設備
管理システムの充実

□ 都市的なランドスケープを構成する住棟の配置とデザ
イン｡隣接する商業地区に対する娠わいの演出

口 都市的な利便性 ･快適性を満足させながらも､自然と
有機的に融合した住空間の創造

□ 敷地周辺の人々との共同利用も可能な共用施設と自由
な通行を可能とさせる開放型住宅街区の形成

□ 自然に溢れた広場と装置化された都市的広場といった
メリハリのあるオープンスペースの展開

Ⅳ-4

イメージの具体化に向けての提案

住堤境 住 □ ワンルームから三世代同居まで内包された混在型集合住宅

口 外国人や海外経験の長かつた人々のニーズに応えた居住空間

戸 □ 都市型のサービス (レンタル､預かり､派遣､代行)を充実さ
せた生活サポートサービスの充実

住 □ 低層 .中層 .高層 (超高層)を効果的に配置することによって変化のある外部空間とスカイラインやランドスケープの演出

棟 □ 居住者や住空間のプライバシーを尊重する動線計画､空間計画と住棟の調和のとれたデザイン

住 □ 地下駐車場と緑あふれる屋上公園による空間の立体的､多様な
利用による利便性と快適性の追求

ロ 敷地の特性を生かしてメソハリのある住街区の構成

区 □ 知りたい情報やコミュニケ-シ訂ンを助けるFAX､回覧板等
のインフォメ-シ訂ンシステムの充実

施設 イ ロ 新しいライフスタイルや余暇時間に対応できる多目的ルーム､

パーティールーム､工芸ル-ム､アスレチックル-ム､カルチ
ン ヤールームといった共用施設の充実

ドア □ 小規模ながらもハイセンスな都会感覚の品揃えをしたショール
-ムや専門店街

ア □ 保存緑地と有機的に結びついて､太陽と水と緑に溢れた子供達に開放された自然公園

ウト □ イベント､市場､祭等の地域活動の拠点となり､隣接した商業



ロ ー

<2-18-Dブロック>

コンセプト

』 ｢

ゆ と り を 怠Tl造

す る 住 環 境

ったりとした居

間と､良好な自

境をもったまち

｢
勘

~
射
｢

｣

自裕 摘 遵 夕 蝉

仲 うゆ うタ や y)

コンセプトのイメージ展開

ロ ゆったりとした空間をもつ集
合住宅

□太陽(光)､水､緑等自然の
恵みを受ける接地型居住空間

□ ゆるやかな商傾斜型地面を生
かしたスカイラインによるゆ
とりある街並み業故の演出

□ 身近な小空間と街区全体で共
有する大きなオープンスペー
スの確保

口 ゆとりとくつろぎの管理シス
テムの充実

口 自由で活発な触れ合いから生
まれるコミュニティ形成の積
極的サポート

｣ ー～ ｣

｢

_

_
_

_

イメージの具体化に向けての提案

住i. 住 口 ライフスタイルに対応した

能となる住居イステムの際

□ クラインガルテン (貸農陸

戸 口 広いリビング.バルコニー

□ ホビールームを持った住宅

住 □ 南斜面を生かした家並み＼フラインの演出 (スカイラ
演出)

境 棟 口 各住棟ごとにバラエティをデンティティづくり

住 口 相互扶助を超えた生括啓発
□ レンタル､預かり､派這､

しフレキシブルなインテリア設計が可

蘭)付き分譲住戸

をモっタ ｢庭つき中層住宅｣

街並み重視の外放ファサード･ルー
インの演出､遠望景観のシンボル性

をもたせた設計と住棟による生活アイ

発とリソース シェアの仕組み

代行等の生活サポートサービスを持
卜機能の設立

日区 □ 駐車場との隣接性とアプローチロード
口 緑豊かなパーキング

□ 身近なアウトド7ライフを支える小単位､小空間オープンスペ
-スと余暇活動を支える大きなオープンスペース

伝ー イ □ 住民参加型コミュニティ複合施設の設置

ン′ド ロ ペデ沿いの都市的まちの賑やかさをもつホビールームやαルー
7 ムの演出 l

7 口 大きなオープンスペースを活用した地域社会活動
ウ (例えばスポーツ大会､イベント祭＼青空市場)

Ⅳ-5



Ⅳ - く宣) ま ち づ く り ニコ ン セ フ○ト と 住 宅 街 区 の し っ ら え

圧]周辺領域との融生かした計画を行った_ ､ 〕drL:二 二∴∴ ∵ ∴ ㌣ - 誠 ○_l q-h>B.タ.)-ンマトリ-,クスに沿つT=保存緑地を住区内に盈較 '>.lミ ′ コD漂 琴 転 区には.- 並- 票 官 等勤 し漕C.高架淡泊に面する南鰍こはは節操旭を設け.頒昔とプラ ー コEg ' ⊥ _.掛Li=' ' .
令

′ √ t...L.L...

敷地内には性格やスケールの異なった道空間をそ ; .. 日1'/ i/ ｢ー
れぞ九の目的に応じて計画したー ; . / ′′ ､,-l一朗

追路 A.敷地中央を服 する福の広い猷 あふれた大別 広批 妻妾 こ-_i // /( .. ○I7:i●ヽ■99←

人々に解放され憩いの塀となる. .. )｣ノ

選 挙葦 莞 墓墓叢 孟;… 意 毒り,広)_Aとあわせて魅力的in空間となっている.D 罷袖 地と柏 り朋 の鵬 に軌 た小径で抑 人 FLT 】l .㌔5二 一Ill0､ - ln

人の鰯 L: t 等.ンロと至tL端 鼎 __.w L_⊥

B]広場 警芳写莞 妻JbTatf墓裏芸 ;;<.芸 ,a:78%:m: E S ] l//腐 1-(,Lrt rut43l1iJ■

l ●B.誓 冨:三悪賃禁 で岩男要;写誓呈会;誓 ㌫完貰えと 議 書 .l J3= ,詞 . lC‡〇〇三=･L弓器 =r

C.繰軌 大通｡広跡汁 軌 ちや臥 たちが敵断 るのに 雲 耶 ".-EV 】 ,ローaOL

コ香 …二二 9乏｢○ ○

危適のスベ-スで.ベンチや7畑 的 どのストリート7 =Lア A /...A_毒 巧一 し-rT一二チ十一を虎する. =さ ● pE.二;..== -D.志禁 :誓芸完票差禁 誓 .,i.x讐 :完 ;三三11;? 守 ,,夢 議 案 ､ ⊂一｢

教地内では水や緑の様々な自然の演出を試みた. ; 書 目1'/ .r
水 a.糾 池をカネタu 池 量ー㌻ う≒ / ,､皇qB

自然 b.大通り公Blをf*底するせせらぎ 甘二≡ ∫1 11ミロ蛋 書垂 墓 室雪 空 .[ ｢~--｢○ S

コ｢繰 A.保榊 他 市

B.屋上公団 (地下牡本場上部一 三藷 しこ(I■93I㌻~

C.歩止を涌出する並木 止 ま

D一高架鉄血からの見音とプライ′'シ-をまもるための F.,接yi良地

写二【二間の一一エラノレ辛 広大な敷地は様々な空間のヒエラルキーを基に … .' JLI J/ I / - 打､

構成ABTLf: -1 董蔓董≡蔓芸藍 要望萱 等 愚 /Ig ′盛 44.435473■Jl一===コ｢

ーム- 脈 設け.中朋 の並L.醐 にはヒエ-マン 頚 . 乾スケ-ルの広脚 ナているl 冒 ,.A.些 襲 窯 埜 r.堅 寸書

lP一■lP一■

6街 軍 憲 警 芸 芸 買 掛 ノ,E3 議 J .毒萱

並み a.高,- 選 書表 芸表 芸 蔓…芸… 碧 塵 義 理lIF.I (..q-くI=警 I
Cー中佐鰍 認 諾 耳芝いを涙- 冒 ..'≡ 壷 歪 盃 ~ l wM ,蔓蔓

回住 ∴ ㍉ ㍉ + ∵ ∴ 二 ‡ ㌦ ++こ十王D.…芸,=喜吾妻喜三≡芸芸蓋≡冨去喜鳶 警 や小さ 尋 腿 粟 野C.戸建て並みの広さと居B:性を兼ね備えたハイレベルの佳 子諾 .=宇宇帝i義 .. 胞 -.J J

戸 ℡ 一〇
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ロ 街区に隣接する周辺地区の特色に応じた計画を行う

A.中山駅方向よりのエントランスとしてのシンボル的位置であり､
この街区にとっても顔となる位置である｡南斜面､角地等の地形
的特性を活かしたやわらかな屋根並み､家のつながりをもつ特色
ある景観を演出する｡低層住居と緑の構成､背後の繰越しに中層
棟を眺めるこの敷地の特徴を知る最初のアイキャッチ部分とする｡

B.道路沿いの南傾斜面を利用し､できるだけ高さをおさえた低層住
居とし､珂園の戸建て住宅地との調和をはかる｡

C.歩尋をはさんで商業地区に面する通りは､都市的振わいを演出す
るため､住区内との融合をはかるよう小空間が確保できるような
建物配置や､一階部分にホビールーム､αルーム等の設置を行う｡

D.小広場に呼応してモニュメントと水で演出された広場を提供し､
敷地への演出された斗人口とする｡

Ⅳ - ③ ま ーち づ < り コ ニ/セ フ ート と イ主 宅 街 区 二の し/つ ら 克

口 街区居住者の車アクセスの利便性を確保する一方､豊かで特色ある
"道空間''を演出する｡そのため地区内外をつなぐ主要な逆縁と､
これから各住戸へサービスをとまかる動線等を確保するため大きく3
つの性格の異なる道指を整備する｡

A.街区全体の生活主要道指として植栽きれた歩道をもつ2車抜道指
とし､敷地の中央を大きくカーブしなから広場沿いに配置する｡
地区居住者はこの道路を利用して､地区内外のアクセスをはかる｡
また､南側の低層住宅地区と北側の中層住宅地区とのつながりを
はかるための道空間としても位置づける!

B.生活主要道指より各住区への駐車場にアフロ-チするための道籍
で両側を緑でかこみ､広場よりレベルの低い位置を通り､駐車ス
ペースともにべイブメント等の工夫により､豊かなオープンスペ
ースとしての演出をはかる｡

C.南斜面を利用した低層住棟部のコモンスペースをつなげる小径で
緑でかこまれベイブされた道はコミュニティの場でもあり､現代
の招地的生活空間を演出する｡
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一
住区には "ゆとりを創造する生活"を演出するため
-ルの異なる各種のオープンスペースを設置する｡街区主体で
する大きな広場や住棟､住戸の身近にある適切な小広場等によ
極的にアウトドアライフの活動をはかるための装置として整備
これら特色あるオープンスペースが相互に有機的に連結し､全体と

A.L諾 芸事真正茎産詣 右手謂 鮎 晶塾の大広場を設臥 ､まち
つくりコンセプトを具現化するシンボル的広場として位置づける
住区全体で活用するオープンスペースとなり､スポーツ大会､イ
べント 察等多様な利用がはかられる｡広場全体は芝生等全面的

･i-:.:.-;:J諦 黒 骨･_J:!･∴ 江 措 IT=....憲.I:i:.I:il.･:I;:舘
イメージをもつ施設配置等を考慮し､全休として "壁" "村"と
いったまちのイメージ演出をはかる｡

B.中層住棟の中庭的広場でパティオ的オ-プンスペースとして設置
する｡パーティや住棟単位のアウトドアライフの活動の場として
利用される｡広場全体はレンガ等のあたたかみのあるペイブメン
トとして､部分的に落葉樹を中心とした中低木の植栽を配置する
この植栽は各街区によって特色づけ､たとえば春夏秋冬の季節に
あわせ開花等それぞれ異なる樹種の選定をはかる｡
C.低層住棟のコモンスペースとして戸建てイメージの身近な小空間
として確保する｡各コモンスペースはそれぞれ東西につながる路
地的道空間によりつながり､南側低層住宅街区全体が連続的な外
部空間のつながりをもつ構成とする｡またベイブメントはレンガ

D.莞筆軸 管差越 晶詣 最 這孟盲謂 駄 悪弊 最遠霊票とI
ズな連絡をはかるため小広場を設置する｡ベデ空間と一体的な計
画をめざし'､水利用､景観木､ストリートファニチャー､モニユ
メント等の賑わいの演出をはかる

ケ
有
積
る
と

ス
共
り
す
体

Ⅳ - ③ ま ち づ < り ニユニ/セ フ ート と イ主 宅 街 区 の しノ､つ ら え

□ 様々 な住棟が街区中心の大きなオープンスペースのまわりに配置さ
れ､それぞれ豊かな道空間によってつながりながら全休を構成する｡

A.戸建て感覚の低層住棟できめ細かなコモンスペースと一体となっ
た着地型集合住宅地区を形成する｡また傾斜を利用して建設され､
地区同辺の戸建て住宅地区との調和をはかる｡眺望は良好で緑に
かこまれたアメニティにあふれる住空間を形成する｡住戸も多様
な居住者イメージに対応する多様なタイプが可能なような住戸形
式とする｡たとえば大家族居住､二世帯居住等比較的大きな居住
空間をもつ住戸も可能｡

B.パティオ風中庭をもつ中層棟は高台に配され眺望､採光は良好な
ものとし､前面には広大な広場が展開する｡住戸はゆったりとし
たスペースを持ち､多様な家族構成やニーズに対し対応が充分可

鮎 齢 表去志義gtJ,言遠賀戸鰻 鮎 妄孟粂霜 雛 雑 学晋
ホビールームやaルーム等の設置をはかる｡
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第 5 章

全体街区イメージ図

[

街区構成図
建物住棟配置図
外部空間イメージ図
モデル平面計画図 等
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